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「増ます岡おか美み紅くさん。俺と結婚してください」

　あの頃と変わらない彰あき史ふみの優しい声音で紡がれた、シンプルなプロポーズ。

　婚約指輪も交際期間もなかったが、美紅はほとんど悩むこともなく「はい」と頷いていた。

　ずっと想っていた人からの言葉と、彰史の真っ直ぐな瞳。それだけで、充分だった。

　彰史が少しだけ驚いたように目を見開き、けれどすぐに笑みを浮かべた。

　柔和な笑顔を向けられた美紅の胸は、甘い音を立てて喜びを抱く。

「君を幸せにすると約束する。だから、なにも心配しないで」

　夢のような状況に思考はまだ追いつかないが、美紅は神様からのプレゼントだとすら思えるこの申し出を、ただただ逃したくはなかった。

　ずっとずっと、好きだった人。

　それなのに、大学生の時に振られたのを機に、今日まで会うことすら叶わなかった人。

　失恋したあとも彰史への想いに踏ん切りをつけられなかった美紅にとっては、千載一遇のチャンスのように思えた。

　それからは、あれよあれよと言う間に結納を済ませることになったのだが、美紅は結納前の両家への挨拶の時に、父が彰史にお見合いを打診したことを知った。

　出会った頃には、父が専務を務める大手食品会社『シブサワ堂』の新入社員だった彰史も、今は企画部の課長として手腕を振るっているのだとか。

　彰史が入社した時から、美紅の父は彼に目をかけていたようだが、今は社内の役員たちからも期待されているのだと、父から聞かされた。

　一方で、美紅は中小企業の事務員で、ごくごく普通のしがないＯＬである。

　同僚に恵まれてそれなりに充実した社会人生活を送ってはいるが、仕事が特別できるわけでもなければ、美人というわけでもなく、彰史のような人に釣り合うとは思えない。

　しかし、彰史は美紅との結婚に迷いがないようで、「本当にいいんですか？」と恐る恐る確認した美紅に、「最初から決めていたから」と笑顔で頷いた。

　美紅は、時間が経つにつれて本当に自分でいいのかと不安を感じることもあったが、そのたびに彰史の優しさによって、前を向くことができた。

　かくして、再会と同時だったプロポーズから約四ヶ月後の今日、入籍と結婚式を執り行うことになった。

　高級ホテルの豪華絢爛な披露宴会場で、オフホワイトのタキシードを着た彰史を見つめながら、美紅は幸せを噛みしめていた――。

　

「美紅、バルコニーにいたら湯冷めするよ」

　式を挙げたホテルのスイートルームで、美紅がつい数時間前のことを思い出していると、彰史がそっと声をかけてきた。

　バスローブ姿の彰史は、自分と同じものを着ているとは思えないほどに色気がある。

　普段はきちんとセットされているソフトツーブロックの髪から漂うシャンプーの香りが、なんだか艶かしい。彰史の首筋や鎖骨は、しっとりとしていた。

「大丈夫です。風が冷たくて気持ちいいから」

　美紅は、目のやり場に困りながら答え、不自然な動きで夜景に視線を戻した。

　プロポーズからの四ヶ月間、美紅と彰史は唇へのキスもまだだった。

　お見合いをセッティングしたはずの父が、『籍を入れるまでは絶対に手を出すな』と言い出し、彰史はそれを律義に守ってくれていたからだ。

　もし、彰史にキスやそれ以上のことをされても、美紅が父に話すことなんて絶対にないが、紳士的な彼は誓いのキスも頬にしてきた。

「長丁場だったから、疲れたんじゃないか？」

　洋風の石柱を模した手すりに背中を預け、彰史がどこか気遣うように美紅を見つめた。

　立ち姿ですら絵になる彰史にドキドキしているのを隠し、美紅は笑みを返す。

「それが、ちっとも疲れてないんです。あんなにたくさんの人にお祝いしてもらったのは初めてだったし、幸せな一日だったからかな」

「ここまで祝福してもらえるのは、今日くらいだろうね」

　彰史の口調は出会った頃からずっと優しく、美紅は彼が話す時の雰囲気が好きだった。

　お見合いという形で結婚が決まった二人ではあるが、出会ったのはもう少し前になる。

　当時、とても緊張していた美紅に対して、彰史は実家で飼っている猫や海外旅行で訪れた国や都市の話をして、少しずつ美紅の緊張を解いていってくれた。

　彰史のことを気に入っていた美紅の父が家に招くたび、美紅は緊張しながらも、彼が遊びに来てくれるのを心待ちにしていた。

　母とともに準備した料理で彰史をもてなし、時には彼に大学のレポートを見てもらい、就活のアドバイスをしてもらったこともある。

　過保護な父のもとで育ち、男性に縁がなく、恋がどういうものかも知らなかった美紅だが、少し大人な彰史に惹かれていくのは必然だったのかもしれない。

　あの頃のことをぼんやりと思い出していると、彰史が美紅の顔を覗き込むようにして穏やかな微笑みを見せた。

「緊張している？」

「少しだけ……」

「じゃあ、俺が怖い？」

　美紅は逡巡したあとで、首を小さく横に振った。

　彰史はきっと、美紅が嫌がるようなことも、美紅を傷つけるようなことも、絶対にしない。

　これまでだって、ずっとそうだったから。

　まだ彰史と上手く話せなかった頃、彼は美紅のたどたどしい態度を笑顔で受け止め、美紅のペースに寄り添うようにして少しずつ距離を縮めていってくれた。

　彰史自身も仕事や勉強で忙しい中、美紅のレポートを見るために遅くまで付き合ってくれたこともある。

　一度は振られてしまったが、彰史が優しくなかったことはない。

　なにより、恋人としての期間が短くても、実直で頑固者の父が認め、自分が愛した人を、美紅は信頼していた。

「美紅が怖がることは、なにもしない。ただ、君をもっと深く愛するだけだから」

　二重の瞳は優しく緩められ、長いまつげがそっと影を落とす。少し彫りの深い美麗な顔が近づいてくる予感に、美紅は煌めく夜景の中でゆっくりと瞼を下ろした。

　ふわりと唇に触れた温もりは、柔らかく優しかった。その感触に意識を奪われていると唇が離れ、程なくして再び重ねられた。

　下唇を食まれたり上唇を舐められたり、気がつけば美紅の唇はあっという間に濡れていた。

　キスすら初めての美紅は、緊張していたのはもちろん、なにをどうすればいいのかわからず、彰史の行為を受け止めるしかなかった。

「ベッドに行こうか」

　美紅の身体は、すでに熱を帯びていた。

　緊張はしているのに不安はなくて、美紅は控えめに頷きながらも、彰史に早く抱かれたいとすら思っていた。

　

「誓いのキスを頬にした理由、わかる？」

　キングサイズのベッドに寝かされて何度もキスをしたあと、彰史がそんなことを訊いてきた。

　美紅は、父との約束のためだと思っていたが、式場に来る途中で区役所に立ち寄って婚姻届を提出したため、そういえば挙式の時には籍を入れていた。

　答えに悩んでいると、彰史が瞳を緩めた。

「俺も見たことがない美紅の表情を、誰にも見せたくなかったからだよ」

　目を眇められ、美紅の鼓動が大きく高鳴る。六歳も年上の彰史から甘く情熱的な独占欲を見せられて、頬がますます熱くなってドキドキした。

「思っていた通り、とても可愛いよ。だから、もっと可愛い顔を見せて」

「んっ……」

　くちづけられ、バスローブの上から美紅の胸の膨らみに大きな手が重なる。甘やかな声が漏れ出ると、彰史は笑みを浮かべながらやわやわと揉みしだいた。

　硬くなり始めた蕾を指先がかすめるたび、吐息混じりの声が零れる。

　優しく労わるような触れ方なのに、彰史の手が自身の胸の形を変えているという状況に、美紅の心臓は早鐘を打っていた。

　耳筋を舐められ、耳孔に舌を差し込まれると、鼓膜のすぐ傍で水音を奏でられる。

　こんなに近くで耳を刺激されたことは、もちろんない。耳元で囁かれる感覚よりもずっとゾクゾクして、甘く淫靡な音に思えた。

　彰史の舌は耳に留まらず、ゆっくりと首筋を下りてきてはくすぐるように愛でたり、鎖骨にもキスをしたりと、美紅の肌の感触を楽しんでいる。

　そのうち、美紅が布越しの刺激では物足りなくなってくると、それを見透かすように彰史の右手が胸の谷間辺りへ滑り、バスローブの紐が解かれた。

「声は我慢しなくていい。なにも考えずに、全部聞かせて」

　羞恥に負けて唇に手の甲を乗せれば、意地悪な言葉が鼓膜をくすぐり、声を抑えようとした右手を取られてしまう。そのまま手首に優しくキスをされ、じっと見つめられた。

「やぁっ……恥ずかしっ……ァ、ッ……！」

　充分過ぎるほど広い部屋に、美紅の艶かしい声が響く。胸に与えられる刺激に脳が痺れていくせいか、嬌声が反響しているような気さえした。

　美紅は、どこに意識を持っていけばいいのかわからず、なにを意識しても眩暈がして、酩酊感に似たものを抱かされていく。

「それでいいんだ。美紅が恥ずかしがる顔、もっと見せて」

　彰史の言葉は意地悪で、美紅は羞恥を煽られるのに……。彼の手つきはとても優しくて、不安や嫌悪感はない。

　むしろ、美紅の身体は確実に快感を覚え始めていた。

　自分とは違って、彰史は冷静なのかと思えば、その瞳には微かな情熱を覗かせている。

　アンティーク調の美しい天井の壁紙よりも、彰史の凛々しく扇情的な双眸に美紅の視線は奪われてしまった。

「ああ、綺麗だ」

　バスローブはしっかりと開かれ、下着しか纏っていない身体があらわになる。

　純白の総レースの下着は、昼間に着ていたウエディングドレスを思い起こさせ、彰史が熱を帯びた眼差しでじっと見下ろしてきた。

「ウエディングドレスを着た美紅は、本当に綺麗だった。今はあの時の君からは想像できないほど、いやらしいね」

　ブラの隙間から手を入れた彰史は、さっきまで布越しに触れていた大きな乳房に指を埋めるようにし、純白の下着をずり上げる。すると、薄桃色の先端が顔を出した。

　彰史の指先が乳首を捏ね始め、美紅はその刺激に戸惑いながらも乱れていく。

「美紅、目を閉じないで。俺を見ていて」

　無意識のうちに下ろしていた瞼を、言われた通りに開ける。

　彰史が「いい子だ」ととろけるような笑みを零し、美紅の胸の奥がキュンと震えた。

　直後、彰史は舌を伸ばし、勃ち上がっていた先端をひと舐めした。

「あんっ」

　指よりもずっと強い快感を与えられ、思わず嬌声が飛び出す。彰史が再び舌を出して乳首に這わせると、その声は止まる術を知らないと言わんばかりに漏れ続けた。

　左側の乳頭は舌で、大きくて柔らかい乳房は右手で弄ばれる。そのうち、彰史の左手が美紅の下腹部や臍の辺りで蠢いたあと、ゆっくりと下肢に伸びていった。

　太ももを撫でられ、優しく爪を立てられたかと思うと、どんどん内側に向かってくる。

　ショーツの縁をなぞるように付け根を行き来しては、焦らすように外側に戻っていく。

　もどかしさを感じているのに、美紅はそれを決して口に出すことはできなかった。

　初めてのエッチなのに、早く直接触ってほしい……なんて言えるわけがない。

　そんな美紅の欲望を見透かすように、彰史はショーツの上から秘所を撫でた。

「はぁっ、んっ……」

　指が割れ目の一番上に辿り着くたび、下肢がすぼまるように腰が戦慄く。

「もう濡れているね。これから、なにも考えられなくなるくらい気持ちよくしてあげるから」

　彰史の声や言葉にすら欲情する美紅は、ショーツに手をかけた彼を手伝うようにお尻を浮かせ、脚から抜き取られることにも抵抗を見せなかった。

　無防備になった秘裂に指が添えられると、それだけで期待に満ちていく。そっと上下に動かされたあと、指の腹で陰核がゆっくりと捏ねられ、全身に喜悦が走った。

「あんっ！　はぁ、ッ……やぁっ！　それっ……」

「いいよ、素直に感じていて。ここ、気持ちいい？」

　さっき言われたことを守るように彰史を見つめたまま、美紅がこくこくと頷く。彰史は満足そうに唇の端を上げ、さらに指をグッと押しつけた。

「可愛いよ、美紅。ずっとその顔が見たかったんだ」

　興奮しているのか、その声には熱い吐息が混じっていた。呼吸が乱れているのは自分だけではないと思うと、美紅の胸は喜びを抱いた。

　彰史の指は、その間も蜜壺から溢れる愛液を丁寧に塗り込むようにしながら、花芯から花芽を暴いていく。

　包皮が剝ければ快感はさらに鋭利になり、美紅の視界が滲んでいった。

「もっと、気持ちよくなろうか」

　そんなことを言ったかと思うと、彰史は美紅の下肢に顔を埋めた。

　美紅は、想像もしていなかった状況に、従順に開けたままだった目を大きく見開いた。

「やだっ、そんなとこっ……ああぁぁぁっ……！」

　制止する間もなく、膣口から肉芽に向かって舐め上げられ、視界がチカッと光った。

　包皮を剝かれたことすらなかった美紅にとっては、喜悦を通り越した感覚に思え、戸惑いと悦楽の狭間に追いやられてしまう。

　けれど、彰史の舌は蜜芯を捉えて離さない。

　敏感な場所を舐められて思考が鈍っていくのに、彰史から送り込まれる感覚だけはしっかりと受け取っている。

　美紅は、そんな自身の身体を持て余しながらも、快楽に浸り始めていた。

「ああっ、アッ、んっ、ひゃあっ――！」

　あっという間に高みに押し上げられ、極めつけと言わんばかりに肉芽を吸った彰史の愛撫で、美紅は涙を零して上り詰めた。

　肩で息をする美紅を労わるように、彰史は美紅の瞼やこめかみにキスをしながら、蜜口に指を当てた。吐息を漏らす美紅に微笑み、彰史はそっと蜜壺に指を押し込んでいく。

　まだ誰も受け入れたことのないそこは狭く、指一本でも抵抗を見せる。しかし、痛みはないのが美紅の表情からわかり、彰史の指はそのまま柔襞の隙間を進んだ。

「ふぁっ……ァ……」

　緊張からか身を固くしてしまった美紅の気を逸らせるように、彰史の親指が陰核をそっと撫でた。一度上り詰め方を覚えたそこは、ぷっくりと膨らんで存在を主張していた。

「あんっ！　やっ……いっしょに、さわらなっ……」

「この方が痛くないし、たくさん気持ちよくなれるから」

　優しく言い聞かせるような声も、快感に包まれた美紅にはきちんと届かない。そのおかげか、二本目の指を挿入するまでには、意外と時間を要しなかった。

　指がバラバラに動き始めると、美紅の呼吸はさらに乱れ、縋るように彰史に抱き着いた。

　彰史は美紅を安心させるように、美紅の後頭部に手を回す。

　丁寧に解されていくと、次第に肉壁は柔らかくなり、そのうち三本目の指が侵入してきた。

　さすがにきつくて声が引きつりそうになったが、それもほんの一瞬のことで、美紅はすぐに花芽への刺激に意識を持っていかれてしまった。

　彰史は熱を帯びた瞳を美紅に向けながらも、美紅の膣内を丁寧に解していく。決して傷つけないようにと労わられていることがわかり、美紅はますます彰史が愛おしくなった。

「そろそろ大丈夫かな」

　不意に指が抜かれ、彰史はコンドームを手にした。

「それ……」

「美紅は初めてだろう？　それに、子どもはいつできても嬉しいが、少しくらいは新婚気分も味わいたいしね」

　夫婦になったのに避妊するのかと疑問に思った美紅に、彰史はどこか複雑そうにしながらも答えたあと、器用な手つきでそのパッケージを破いた。

　思わずコンドームを視線で追った美紅は、脱ぎ捨てられたバスローブの下から姿を現した陰茎に、息を呑んだ。

　さっきから美紅の太ももに当たっていた硬いものは、やっぱり彰史の雄芯だったのだと気づき、生々しい形に顔が真っ赤になる。

　それなのに、なぜか視線を逸らすことはできなくて、彰史はそんな美紅にゆるりと笑みを見せた。

「これから何度も、美紅のナカに入るものだ。少しずつ俺の形を覚えて」

　艶かしい声で囁かれ、胸の奥と下肢がキュンと震える。

　力強く反り勃つものを秘裂にあてがわれた瞬間、美紅の身体が硬くなりそうだったが、彰史の瞳を見つめていると、不思議なくらい恐怖心はなかった。

「挿れるよ」

　その言葉を合図に、彰史の怒張が蜜口からゆっくりと押し入り、柔襞をかき分けるように奥に向かい始めた。

「……っ！　ん、っ……」

　まだ誰のものも受け入れたことがない美紅の膣内は、彰史の侵入を阻むかのように収縮を繰り返していたが、太く硬い楔は少しずつナカを暴いていく。

　時折、美紅が苦しげな声を漏らせば、彰史は蜜口の上で震えている蕾を優しく撫でた。

　彰史のすべてを受け入れた時、その圧迫感に息を詰めそうになっていたが、彼は美紅が落ち着くまで辛抱強く待ち、動き始めてからも優しかった。

　おかげで、美紅は多少の痛みを感じたものの、それはすぐに快感にすり替わっていた。

　そこからはもう、ただただ与えられる喜悦に陶酔した。彰史の名前を何度も呼び、彼も美紅の名前を何度も囁いてくれた。

　募った想いを伝えるようにキスを繰り返し、最後には強い抱擁を交わして達した――。







一








　結婚式から三ヶ月が経った、一月中旬。

　いつものように朝食の支度を済ませたあと、美紅は寝室に向かった。

「彰史さん、朝ですよ」

　夫である三み嶋しま彰史を起こすために声をかけ、笑みを浮かべて彼の顔を覗き込む。

「きゃっ……」

　直後、ベッドで眠っていた彰史に腕を摑まれ、そのまま彼の身体の上に重なるようして抱きすくめられた。

　間近で柔和な瞳に見つめられたかと思うと、流れるような仕草で唇が重なる。

「おはよう、奥さん」

　唇が離れるとからかうように微笑まれ、美紅は胸の奥が高鳴った。

「おはようございます」

「敬語はいらないって言っただろう」

「あっ、また敬語になっちゃった……」

「まぁ、そんなところも初々しくて可愛いんだが」

　早朝でも甘い顔を見せられるのはいつものことで、まだどぎまぎする美紅に反し、彰史は常に楽しそうな笑みを纏っている。

　年上の余裕と言うべきなのかはわからないが、彰史が戸惑ったり狼狽えたりしているところを、美紅はこれまでに一度も見たことがない。

「いい匂いだね」

「今日は、ホームベーカリーで焼いた食パンをサンドイッチにしてみたの」

「それは楽しみだ」

　ふわりと笑みを落とした彰史は、立ち上がった美紅に続いてベッドから下りると、着ていたスウェットを脱いだ。

　程よく筋肉がついた身体が突然あらわになり、美紅は視線を彷徨わせながらもしっかりと彰史の肢体を見てしまう。

　昨夜も、彰史に抱かれている間、あの身体にしがみついていた。服の上からは華奢に見えていた彰史は、意外と筋肉質で美紅の身体くらいは軽々と持ち上げる。

　情事をまざまざと思い出してしまったことで、美紅は下肢がきゅうっとすぼまるような感覚を抱き、無意識に吐息を漏らした。

「美紅」

　スーツに着替えていた彰史が薄く笑ったことに気づかない美紅は、ハッとして「コーヒーを淹れておきますね！」と告げ、キッチンに向かう。

　平静を装ったつもりでいたが、身体がやけに熱くなっていた。

　優しい旦那様に、不自由のない幸せな生活。

　満たされた日々を送っているはずなのに、美紅は時々、自身の身体が不意に熱を持つことに困惑していた。

　彰史に求められる夜ならまだしも、朝も昼も関係なくこんな風になってしまう。

　その理由は、自分でもわからない。

　ただ、これではまるで欲求不満を体現しているようで、恥ずかしくて誰にも言えずにいた。

　

「うん、おいしい。焼きたてをサンドイッチにするなんて、朝から贅沢な気分だ」

　美紅は、出した料理を褒めてもらえたことにホッとする。

　三ヶ月前に彰史と結婚するまでの二十四年間、実家で蝶よ花よと育てられてきたおかげで、家事はほとんど母任せだった。

　料理だけは物心ついた時から母に教わっていたが、掃除も洗濯もあまり上手くはないため、せめて食事はしっかり作ろうと決めている。

「いつも言っているが、無理はしなくていいよ。俺は食パンとコーヒーでも充分だし、美紅の負担になるなら作らなくてもいい」

「そんなわけにはいかないよ。彰史さんは毎日お仕事を頑張ってくれているけど、私のパートは毎日じゃないもん。これくらいはしなきゃ」

　結婚を機に彰史のマンションに引っ越したため、美紅は通勤が不便になり、一ヶ月半前から近所のカフェでパートを始めた。

　彰史は専業主婦でも構わないと言ってくれたが、父に可愛がられて箱入り娘として育った美紅は、学生時代はバイトらしいバイトをした経験がなかった。

　そこで、彰史にずっとカフェで働いてみたかったことを話し、週三日だけ働くことになったのだ。業務を覚えるのは大変だが、ホールに立つのはとても楽しい。

「美紅が無理をしていないなら、それで構わないよ。パートも楽しいみたいだし」

「うん！　今日は、バレンタインの新作ケーキを試食させてもらえるんだ」

　彰史はいつも、美紅の話を笑顔で聞いてくれる。

　夜は遅いことが多い彰史だが、朝食はゆっくりと会話を交わせる貴重な時間だった。

　今は夫婦だけの生活だが、いつか子どもが産まれればこんな風にゆったりとした朝を過ごすことは難しくなるだろう。

　彰史も美紅も子ども好きだからこそ、いつ授かっても構わないという心づもりでいるため、ふたりきりの期間が短い可能性だってあるかもしれない。

「今夜は、新年会だから夕飯はいらないけど、できるだけ早く帰るよ」

「うん。私も十時には帰るようにするね」

「せっかくだから、美紅も麻ま紀きさんと楽しんでおいで」

　彰史が新年会の今夜は、美紅も友人の中なか本もと麻紀と夕食を食べに行く約束をしていた。

　ランジェリーショップで働く麻紀とは、高校時代からの仲で、美紅の一番の親友だ。美紅が結婚してからも、独身時代と変わらずに定期的に会っている。

「ありがとう。彰史さんも、楽しんできてね」

　そう言ったあと、今夜行く予定のお店のことなんかを話しながら朝食を済ませ、ひと足先に出勤する彰史を見送った。

　そして、十時出勤の美紅は簡単に掃除を済ませ、身支度を整えてから家を出た――。

　

「それでは、ご注文を繰り返させていただきます。粉雪ショコラとコーヒーがおひとつ、天使のストロベリーブランマンジェとミルクティーがおひとつでよろしいでしょうか？」

　カフェタイムに突入した店内には、今日も女性客が多い。

　美紅が働くカフェ『フルール』では、ランチメニューよりもカフェタイム限定のスイーツの方が人気のため、いつも十五時前後が一番忙しい。

　目まぐるしい時間は息切れしそうになる時もあるほどだが、美紅にとってはこの忙しさすらも楽しめるものだった。

「美紅さん、お疲れ様」

「松まつ内うちさん、お疲れ様です」

　この春から社会人になる松内修しゅう平へいは、もう大学の授業がほとんどないからと、毎日のようにバイトに入っている。

　しかし、もともと早番のパートとして雇われている美紅とは違い、松内は遅番出勤がメインのため、シフトが被ることはほとんどない。

「あー、今日も入れ違いかぁ。店長に美紅さんと同じシフトにしてって頼もうかな」

「就職までにたくさん稼ぎたいんですよね？　遅番の方が時給はいいじゃないですか」

「でも、美紅さんは早番だし」

　美紅の方が松内よりも二歳上ではあるが、ここでは彼の方が先輩である。気さくに話しかけてくる松内に反し、美紅はいつも敬語で対応していた。

「じゃあ、今度ご飯でも行かない？　俺の就職祝いとか。あ、ちゃんと奢るから」

「それ、お祝いになりませんよね？」

「別にいいんだよ、そんなこと」

「うーん……じゃあ、みなさんも一緒ならいいですよ」

「いやいや、ふたりきりって意味だけど。美紅さん、わかってるよね？」

「松内さんこそ、私が既婚者だって知っていますよね？」

「旦那さん、嫉妬深い？　男とふたりきりで出かけたくらいで怒る人？」

「夫は、私には勿体ないくらい素敵な人ですよ。たぶん、嫉妬深くもないです。でも、私が夫以外の男性とふたりきりで出かけたくはないので、ごめんなさい」

「あーぁ、つれないなぁ。俺、結構本気なのに」

　ため息をつく松内は、きっとモテるだろう。

　彰史とはタイプは違うが、アイドルグループの男の子のように可愛らしい顔立ちで、客の中には彼目当ての女性がいることも知っている。

　人懐っこく気さくで、軽いように見えても真面目に仕事を教えてくれたりと、性格もいい。

　それでも、美紅の眼中に入ることはない。

「みなさんで行かれる時は、ぜひ誘ってください。それじゃあ、お先に失礼します」

　松内はもう一度ため息をつくと、苦笑混じりに手を振ってホールに向かった。

　

「美紅！」

「あ、麻紀！　遅くなってごめんね」

　パートのあとに一旦帰宅した美紅は、買い出しや洗濯をしていたせいで、麻紀との待ち合わせ時刻ギリギリに店の前に到着した。

「大丈夫、私も今来たところだから。予約しておいたから、すぐに入れるよ」

　しっかり者の麻紀は、いつも通りの手際のよさを見せ、美紅はお礼を告げる。麻紀とともに店内に入ると、半個室になったテーブルに通された。

　美肌鍋が名物の店内は、女性客のグループで賑わっている。

　麻紀は「一番人気の薬膳鍋にしない？」と言い、美紅は笑顔で同意した。

「新婚生活はどう？　まぁ、どうせ訊くまでもないんでしょうけど」

　鶏むね肉をつつく麻紀の顔が、にやりと笑みを零す。美紅は「楽しいよ」と答え、豆腐を口に運んだ。

「彰史さんは相変わらず優しいし、家事を失敗しても笑顔で一緒にやってくれるし……。文句とかも言われないし、料理もすごく褒めてくれるの」

「あー、やだやだ！　美紅、すっごくにやけてるよ！」

「麻紀が訊いたんじゃない！」

「そりゃあ、興味あるもん」

　麻紀は、ハイボールをグビッと飲むと、箸で美紅を差した。

「大手食品メーカーの企画部課長で、イケメンで、三十歳！　女性からは引く手数多のはずなのに、数年前に一度振った女とお見合いで再会したその日にプロポーズするなんて、どこのドラマよ！」

　麻紀の言い分には、当の本人である美紅も深く頷けるものがある。

　彰史は、ベッドの中では少し意地悪な笑みを浮かべたりもするが、普段は紳士的で優しく、声を荒げたり苛立ったりしている姿なんて見たことがない。

　一七五センチの体躯から繰り出される立ち居振る舞いは、余裕が窺えるせいか美しく見え、美紅が出会ってきた同年代の男性たちとはどこか違った。

　彰史の仕事ぶりまでは知らないが、肩書きは申し分なく、父からは常々『彼は仕事ができる』と聞かされている。

　惚れた欲目もあるのだろうが、美紅から見れば、彰史は外見も中身も非の打ち所がない。

　そんな彰史が、どうして一度振った美紅にプロポーズをしてくれたのかは、未だに教えてもらったことがなかった。

　尋ねてみたい気持ちは山々だが、以前それとなく触れた時に上手くはぐらかされてしまって以来、なんとなく訊けずにいた。

「羨ましいなぁ。美紅、不満なんてないでしょ！　いつもめちゃくちゃ惚気るんだもん」

「それは、麻紀が訊くから……。それに、不満はないけど、悩みくらいはあるよ……」

「悩み？」

「えっと……やっぱりいい」

「中途半端に聞かされたら、気になるじゃない。言いなさいよ！」

　押しの強い麻紀に圧倒され、美紅はピーチサワーに手を伸ばす。異様に喉が渇いたような気がして何口か飲んだあと、観念しなさいと言わんばかりに麻紀の眼光に捕まった。

「うっ……わかったよ……」

　こんな顔をした麻紀からは逃れられないことを、九年目の付き合いである以上はよくわかっている。

　美紅はため息をつき、視線を彷徨わせながら口を開いた。

「その……えっと……最近、ちょっと……物足りないっていうか……」

　歯切れが悪い言い方の美紅を前に、麻紀の顔つきがたちまち楽しげなものになっていく。

「あっ、あの……ほんのちょっとだけね？　普段は全然そんなことなくて……」

「あー、はいはい。つまり美紅は、旦那さんとのエッチが物足りないんだ？」

　否定しようとしても、違うとは言い切れないために口を噤んでしまう。

　美紅の頬はアルコールのせいではない理由で真っ赤になり、全身から火が噴き出そうだった。

「旦那さんって、淡泊なタイプ？　優しいから、時々しかしないとか？　それとも、イかせてもらえないの？」

　麻紀は声を潜めてくれたものの、あまりにあけすけな質問をされて、美紅は涙目になりそうな顔で首を横に振る。

　初体験の相手は彰史だったため、他と比較のしようがないが、どれも当てはまらない。

　丁寧な愛撫で気持ちよくしてくれるし、初体験以降は一度も痛かったことはない。

　むしろ、初めてのあの時でさえも、彰史はすぐに痛みを忘れるくらい感じさせてくれた。

　ただ、彰史自身はいつも一度しか達していないようで、それが気がかりでもあった。

　男性の性はわからないが、もっとしたいと思ったりはしないのだろうか。

　実は、美紅自身は充分な快感を与えてもらっているにもかかわらず、密かにそういう気持ちがあった。

　しかし、これではまるで性欲が強いと言わんばかりに思え、自分は淫乱なのではないかと悩んでいた。

「じゃあ、なにが物足りないの？」

　あっけらかんと訊かれて、美紅から苦笑が零れた。

　夫にも親友にも言えそうにない美紅には、いつも直球な麻紀が羨ましかった。

　麻紀ならこんなことで悩んだりせず、恋人にも言えるのだろうか。

「物足りないっていうか……。朝、彰史さんの着替えてる姿を見るだけで、その……なんだかちょっと……」

「ああ、なるほどね。ムラムラしちゃうんだ！」

「ちょっ……声が大きいよ！」

　やっと答えに辿り着いた麻紀の声が大きくなり、美紅はギョッとして周囲を見渡した。

　半個室とはいえ、会話はそれなりに聞こえるに違いない。幸いにも周囲の客は自分たちの会話に夢中のようだが、美紅は気が気じゃなかった。

「それなら、簡単に解決するじゃない」

「え？」

「美紅から迫るとか、セクシーな下着で誘惑するとか。なんなら、ストレートに『したい』って言えばいいじゃない」

「むっ、無理だよ！　私、彰史さんが初めてなんだよ！　そういうの、やったことないし！なにより、彰史さんに引かれたり嫌われたりしたらどうするの!?」

「別に引かないんじゃない？　結婚式の時にしか会ってないけど、美紅は大切にされてるみたいだし」

「でも……」

　嫌われないという保証があったとしても、美紅にはどれもできそうにない。普段の情事だって、彰史に毎回エスコートしてもらっているのだ。

「よし、とりあえず下着ね！　食べたら、うちの店に行くよ！」

「えぇっ！」

　麻紀が働くランジェリーショップは、ここから徒歩十分もかからない。今日は休みだった麻紀だが、「とびきりのやつを選んであげる」と笑っている。

「うちの店が九時まででよかったね。ほら、早く食べて！」

　結局、麻紀に言われるがまま急いで鍋をつつき、なんだか楽しんでいる彼女とともにランジェリーショップに向かった。

　

「あ、これもおすすめ！　あと、こっちは新作でイチオシだよ！」

　麻紀は、店に着くなりスタッフと軽く談笑し、次々とランジェリーを美紅に手渡していった。そのどれもがおしゃれで可愛くはあるが、どう見ても布面積が少ない。

「あの……これ、ちょっとセクシー過ぎない？」

「当たり前でしょ！　イケメンの旦那さんを誘惑するんだから！」

　誘惑することはともかく、彰史がイケメンであることがどう関係するのかはわからない。

　しかし、そこに触れると話が脱線しそうなため、美紅はとりあえず聞き流した。

「これはね、お揃いのブラとショーツもあるんだけど、ブラを着けない方が断然いいの！セクシーだけど可愛いから、美紅みたいな初心者にも向いてると思う」

　両手が塞がっている美紅の前に差し出されたのは、淡いパープルのベビードールだった。

　胸元はレースで覆われるようになっており、谷間の中心辺りでリボンが結んである。そこから下は左右に開いている上、シースルーの生地はまったく肌を隠してくれそうにない。

　お揃いだというブラは同色のレースが施された華やかなデザインで、美紅の好みそうな可愛い雰囲気だが、ショーツは両サイドが紐のＴバックだった。

「このショーツ、前もほとんど透けてるじゃない！」

「だって、このラインのコンセプトは〝キュートな小悪魔の誘惑〟だもん」

　顔を真っ赤にする美紅を余所に、麻紀は「このデザインなら透けてる方が可愛いよ」と当たり前のように言った。

「で、でも、さすがにセクシー過ぎるよ！　私、もうちょっと控えめな下着の方が……」

「なに言ってるのよ、美紅！　誘惑するなら、これくらいは普通だから！」

「普通って……」

「旦那さんは年上で高スペックなんだから、フェロモン塗れの女に奪われるかもしれないよ？　他の女に奪われないためにも、その大きな胸を活かして可愛く攻めるべきでしょ！」

　閉店前で他に客はいないとはいえ、こんなところで胸の話なんてしないでほしいものだ。

　しかし、彰史がモテないとは思えないため、麻紀の言葉を跳ね返すこともできなかった。

「わかった……！　じゃあ、これにする！」

「そうこなきゃ！」

　麻紀は満足そうに笑い、「サイズを確認したいから試着してきて」と促してきた。

　美紅は小さく頷き、今まで手にしたことすらなかったセクシーなランジェリーを隠すようにしながら、フィッティングルームに入った。
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　その夜は念入りに身体を磨き、お気に入りのボディーミルクを肌に塗り込んだ。大好きなピーチの香りに包まれて、なんだか嬉しくなる。

　しかし、悩んだ末にベビードールを着る覚悟は持てず、一緒に購入したパステルピンクの下着を身に着けた。

　セクシー系ではないが、レースとフリルがあしらわれたブラとショーツがとても可愛く、美紅がいつも選ぶようなデザインと同系統の雰囲気がある。

　新しい下着に包まれているだけでくすぐったい気持ちになり、美紅は彰史とお揃いで買ったシルクのパジャマを纏って寝室に向かった。

「ゆっくり温まった？」

「うん。彰史さんはお仕事してたの？」

「ああ、明日の会議で使う企画書のチェックを少しね」

　上半身を起こしてタブレット端末を見ていた彰史は、こうして自宅で仕事をしていることも珍しくはない。

　疲れたような表情を見せられたことはないが、美紅の目下の心配は彰史の体調だった。

「彰史さん、ずっと忙しいね。体調を崩さないようにしてね」

「その心配はいらない。可愛い奥さんがおいしい料理を作ってくれるおかげで、結婚前よりもずっと体調がいいんだ。朝もしっかり食べているからか、仕事も前より捗っているよ」

　彰史の言葉に、美紅の口元が綻ぶ。

　自身が彰史にしてあげられることなんて少ないが、もっと色々してあげたいという気持ちになった。

「そんな風に言ってもらえると、すごく嬉しいよ。でも、ちゃんと休む時間も作ってね」

「ああ、わかっているよ」

　彰史は柔和な面持ちで頷き、タブレットをヘッドボードに置いたあとで、美紅のこめかみに唇を寄せた。そっと触れた優しい温もりに、美紅の胸がキュンとなった。

　ふと彰史を見ると、彼の顔つきが数秒前とは違うことに気づいた。

　優しい雰囲気はほとんど消え、代わりに眇めた目が向けられている。

　それは、彰史が美紅を抱く時に見せる表情だった。

　初夜から何度も彰史に抱かれている美紅には、情事の始まりの合図にしか思えない。素直な美紅はこの時、決まって身体に熱が込み上げてくるのを感じるのだ。

「もう色っぽい顔になっているね。俺に抱かれることを想像した？」

　羞恥に包まれながらも素直に首を縦に振れば、彰史が満足そうに唇の端を上げる。

　美紅は、艶やかな微笑みを浮かべる彰史に瞳を奪われてしまい、顎を掬われた時には導かれるがまま唇を重ねていた。

　最初は、優しく触れるだけ。それから角度を変えて、リップ音が響くキスを繰り返す。

　そっと触れるだけのくちづけでも、美紅はドキドキした。

　彰史の唇が離れ、額から瞼、そして鼻先や頬に触れていった。柔らかな感触に、美紅の心も肌もくすぐったいような感覚を抱く。

　そのうち口元に戻ってきた唇をこすり合わせ、食まれたり舐められたりしたかと思うと、彰史の舌が美紅の唇を割って口腔に侵入してきた。

「んっ……！」

　舌を捉えられ、強引に搦めとられる。まだ上手くはない美紅だが、必死に彰史の舌を追いかけた。

　すると、至近距離にいる彰史が、わずかに瞳を緩めた。

　大きな手がパジャマのボタンを器用に外し、あっという間に前を開かれる。

　その間も美紅の口内で蠢く熱い塊は、歯列をねっとりと舐め上げ、上顎を巧みにくすぐって、再び舌を奪いにきていた。

　美紅はキスに翻弄されつつも、彰史のパジャマに手を伸ばす。

　しかし、彰史は楽しげに美紅の背中を撫で、もう片方の手を首筋から鎖骨に這わせたあと、まるで美紅の邪魔をするかのように谷間でその指を遊ばせ始めた。

　声が漏れるほどではないが、すでに欲情を覚えている美紅の身体はゾクゾクと震えてしまう。

　零れる吐息が彰史の肌に当たると、彼が頭上でふっと笑ったのがわかった。

「ほら、早く脱がせて」

「んっ……」

　たしなめるように柔らかな膨らみに指を食い込まされ、思わず甘い声が飛び出た。

「今夜は、新しい下着か。美紅によく似合っている」

　薄い笑みを携えた彰史は、美紅の胸元をじっと見つめている。

　その様子を目にした美紅は、ベビードールを着なくてよかったと、密かに考えた。

　二重の瞳にぽってりとした唇の美紅は、顔の輪郭が丸みを帯びていることもあり、初対面では必ず実年齢よりも下に見られる。

　彰史に恋をしてからの美紅は、自身の童顔をコンプレックスに感じるようになったが、彼はそんな美紅のことを『可愛い』と言ってくれる。

　だからこそ、彰史にとっての美紅のイメージは、きっと清楚で可愛い下着を纏う女性に違いない。

「あとでショーツを見るのも楽しみだ」

　耳元で囁かれ、下肢が密やかに疼いた。ショーツも見るとわざわざ指摘されて、これから自分の身に起こることを想像せずにはいられない。

「美紅は素直だね」

　意図せずに脳内で再生された日頃の情事に欲情した美紅だったが、彰史はそんな美紅を焦らすようにパジャマの上から触れてきた。

　上半身はすでに下着が丸見えだというのに、彰史の手はシルクの上を滑っていく。下半身では大きな右手が這っているが、膝や太ももにそろりと触れてくるだけだった。

「彰史さんっ……」

「どうかした？」

　意地悪く破顔する彰史は、美紅の気持ちを見透かしているのだろう。

　けれど、彰史の両手は相変わらず布の上で蠢いているだけで、熱を持て余し始めた美紅は膝をすり合わせた。

　もっと触ってほしいのに、自分から伝える勇気はない。

　彰史は、そんな美紅の欲望を見透かすように、唇に笑みを乗せて目を眇めた。

「まだ直接触ってもいないのに、もう気持ちよくなっているのか」

「あっ……だって……」

　ふんわりと胸の上をかすめた手に、美紅の声が上ずる。骨ばった手の感触はとても遠くに感じ、さらに期待が高まっていく。

「どうしてほしい？」

　彰史は、いつからかこうして質問をしてくるようになった。

　恐らく美紅の気持ちをわかった上で、わざと訊いているのだろう。

　最初の頃は羞恥が勝ってなにも言えなかった美紅も、それはとっくに理解している。

　そして、彰史に何度かこんな風にされているうちに、素直に伝えれば求めているものを与えてもらえることを学習した美紅は、頬を染めながらも答えるようになっていた。

「直接、触って……。服の上からじゃ、足りないの……」

「いい子だ」

　ふわりと微笑んだ彰史は、美紅の乳房にグッと手を食い込ませた。優しい手つきだった愛撫に力が加わったが、絶妙に加減されていてちっとも痛くはない。

　むしろ、欲していた感覚に期待感が膨らむ。

「ふぅっ、あっ……」

　ブラを押し上げられたかと思うと、指の腹が蕾をこすり始めた。左手では乳房を揉みしだき、彰史は相反する感触を楽しんでいるようだった。

「ここ、硬くなってきた。美紅は、こすられるのが好きだよね。あと、こうするのも」

「あんっ！」

　不意に乳頭をキュッとつまみ上げられ、快感が走り抜けた。同時にもう片方の乳首もグリッと捩られ、甘い声が止まらなくなる。

「少し苦しそうだね」

　しばらく蕾を堪能していた彰史が、美紅の背中に手を回してホックを外した。締めつけから解放された大きな胸が、その弾力を見せつけるようにぷるんと飛び出した。

　彰史は、眼前にご馳走を並べられた肉食獣の如く、自身の愛撫によってツンと尖った先端に歯を立てた。

「あぁっ……それっ……」

「うん、美紅はこれも好きだろう？」

　図星を突かれた美紅は、羞恥を隠すようにイヤイヤと首を横に振る。

　こんなにもいやらしいことが気持ちいいなんて、言えるはずがなかった。

　素直になればもっと気持ちよくしてもらえるのはわかっているのに、まだ理性が強く働いている今は、快楽に堕ち切ることができない。

「でも、美紅のここは俺に食べてほしそうだ」

　ふっと瞳を緩める彰史は、美紅が恥ずかしがることを喜んでいるように見えた。

「ほら、気持ちいいよね？」

「ふぁっ、ンッ……あぅ……っ、んぅ……」

　こうして言葉にされるたび、美紅は涙を浮かべるほどの羞恥を抱かされてしまうが、彰史の言う通りだった。

　舐められるとくすぐったさに似た感覚が喜悦となり、歯を立てられれば痺れにも似た快感が広がっていく。

　まだ触れられてもいない下肢は震え、新しいショーツが肌に張りついては濡れていることを美紅に教えていた。

「言ってごらん？　気持ちいいって」

「あぁっ……きもち、いいっ……！　はぁんっ……」

　言えないと思っていたのに、彰史の甘やかで低い声が美紅の本音を引き出す。

　左側の乳首は強くつままれたりこすられたりしながら、右側の先端は彰史の口内で弄ばれている。その快楽に陶酔し始めていた美紅は、従順に言葉を発した。

　美紅の胸元にいる彰史は、美紅の表情を見逃さないとでも言うように、愛撫は止めぬままじっと見つめてくる。

　オンの時には斜め分けにされている前髪が、彰史の扇情的な眼差しの前で揺れていた。

　胸ばかりの愛撫では満たされないのに、気持ちいい。

　けれど、彰史によってこの先の悦楽を教え込まれている美紅の身体は、もっと気持ちよくなれることを知っているからこそ、これだけではちっとも足りないと思い始めていた。

　彰史は、そんな美紅の欲望を見透かしているはず。

　それなのに、乳頭への刺激とともに与えられるのは、臍周りや太ももへの感覚だけ。

　乳房と蕾をいじられ始めてから随分と経ったような気がするが、肝心の場所にはちっとも触れてくれる素振りがなかった。

「彰史さんっ……焦らさないで……」

　耐え切れずに小さく懇願すれば、彰史がふっと口元を綻ばせた。

「別に、焦らしていないよ」

　優しい声音とは裏腹に、その表情は愉快そうにしか見えない。

　自分だけが余裕を失くしていることに、美紅は泣きたいような気持ちになってしまう。

「お願い……意地悪しないで……」

「意地悪をしているわけじゃない。俺は、美紅にたくさん感じてほしいだけだ」

　それは、彰史の本音なのかもしれない。

　しかし、一見すれば思いやりがあるような彰史の言葉も、今の美紅にとっては意地悪にしか思えなかった。

「仕方がないな。じゃあ、そろそろこっちでも気持ちよくなろうか」

　美紅がよほど切羽詰まった面持ちだったのか、彰史が苦笑混じりに囁いた。

　同時に、彰史の右手が美紅のパジャマのズボンを脱がせ、美紅はくねらせるように腰を浮かせながらその作業を手伝った。

「んっ……」

　邪魔でしかなかった布がベッドの下に落とされると、彰史の指が美紅のショーツの縁を辿るように肌の上を滑った。それだけで美紅は期待を寄せ、蜜壺がキュッと戦慄いた。

「思った通り、このショーツも可愛いね。美紅は肌が白いから、淡い色が似合うよ」

　じっと見つめたままショーツの上から秘部をなぞられ、美紅の唇から深い吐息と高い声が零れる。

「あんっ！　アッ、やぁ、っ……」

　蜜口の少し上を爪で引っかかれると、美紅は悦びの声を吐き出し、白い肢体を小さく跳ねさせた。

「せっかくの可愛い下着だけど、これは邪魔だね」

　言い終わるよりも早くショーツに手をかけた彰史が、慣れた手つきでそれを剝いだ。

　ショーツからは糸が引き、外気に触れた秘裂がひんやりとして、すっかり濡れていることを語っていた。

「もう濡れているよ。胸だけでそんなに気持ちよかった？」

　クスリと笑われて、美紅は自身の痴態を自覚させられ、強い羞恥に襲われる。

　けれど、彰史は「素直で可愛い身体だ」と満足そうに唇の端を上げ、そんな彼を見た美紅は喜びを抱いてしまう。

（恥ずかしいのに、嬉しいなんて……）

　自分自身に大きな戸惑いを感じているのに、彰史の指が蜜口に触れた途端、意識が下肢に奪われてしまった。

「あぁんっ！」

　クチュッと音を立てた指が蜜を纏い、そのまま上に動かされた。直後、目的地に辿り着いた指が蜜芯を捉え、甲高い声を上げた美紅の肢体が震えた。

　蕾を捏ねる指先が、一寸違わぬ快感を送り込んでくる。

　花芯から花芽を出すことを目的としたその行為は、美紅に悦びを与えてくれる。

「あっ、あんっ、っ！　あぅっ、んぁ……ふぅっ……」

　陰核をこする指が淫猥な水音を奏で、美紅の鼓膜をくすぐっている。

　甘い喜悦と羞恥に苛まれていた美紅は、あっという間に前者だけに思考を持っていかれてしまった。

「ここ、すごく気持ちよさそうだね」

「はぁんっ、いいっ！　きもちいっ……」

　何度も頷きながら気持ちいいと訴えれば、今まで肉芽の上で快感を生み出していた中指が割れ目をひと撫でしたあとで、ゆっくりと蜜壺に埋め込まれていった。

「ふぁ、っ……あっ！」

　中指の付け根が入り口に当たると、今度は親指の腹で花芯を捉えられる。包皮が剝かれて顔を出したそこは、ぷっくりと膨れていた。

　彰史は、お互いの唇同士をすり合わせるようなキスをしながら、柔襞を押すように動き始めた指に合わせ、勃ち上がったしこりも捏ね続けた。

　快感を受けた美紅の柔壁は、収縮を繰り返す。

　程なくして、唇を離した彰史がその反応に微笑み、指をもう一本増やして肉襞をこすった。

「あ、っ、あぁっ、うぅんっ……ァ、んっ……！」

　グチュグチュッと音を響かせながら蜜壺の中で縦横無尽に轟く指と、クリクリといじくり回される蜜芯。

　両方から送り込まれる的確な快感に、美紅の視界に映る彰史の顔が滲んでいく。

　美紅の腰が自然と動き、身体を素直に揺すれば揺するほど深くなっていく喜悦に、涙を流して悦んでいた。

（気持ちいいよ……！　でも……）

　このまま達することもできるが、美紅はもっと深く鋭い快楽を欲していた。

　自ら口にする勇気はないものの、指よりも気持ちよくなれる方法を教え込まれているせいで、身体はそれを求めてしまう。

　言葉にできない代わりに、熱を帯びた瞳で訴えるように彰史を見つめてみる。

　すると、そんな美紅を見下ろすようにしていた彰史が、膣内から指を抜いて意味深な笑みを零したあと、美紅の両脚を大きく開かせてそこに顔を埋めた。

「美紅がもっと気持ちよくなれるようにしてあげるよ」

　彰史の行動を視線で追っていた美紅は、これから与えられる快楽を想像して蜜壺をキュンと震わせた。

「あぁぁっ――」

　いきなり陰核を捉えた舌が、しこりの付け根をクルリと一周したあと、先端を舌先でいじり始めた。

　さっきまでとは比べものにならない愉悦が押し寄せ、美紅は待ちわびていた行為に恍惚の表情を浮かべ、思わず彰史の頭を押さえるようにサラサラの髪に手を差し込んだ。

　彰史は、熱い舌で肉芽をこすったまま、再び膣内に二本の指を挿入した。

　長く骨張った指をすんなりと受け入れたそこは、柔襞を轟かせながら奥へと誘い込もうとする。

　卑猥な行為は、羞恥を忘れさせるほど甘やかな悦楽を生み出し、美紅はシーツに後頭部を押しつけていた。

　視界が白んでいき、思考が鈍く落ちていく。

「あっ、あんっ！　ひぅっ、んっ、ぁ……っ、あぁぁぁぁっ――！」

　その最中、ツンと尖り切った花芯をちゅうっと吸い上げられ、美紅は容赦なく高みに追い込まれてしまった。

　

　思考が働くようになるまでの間、美紅は微睡みの中にいるような感覚を抱いていた。

　彰史は、そんな美紅の身体を労わるようにふんわりと抱きしめ、閉じた瞼やこめかみに唇を落としていく。優しい感触を与えられて、美紅の唇がそっと綻んだ。

　ふふっと笑う美紅に、彰史が「どうかした？」と不思議そうに首を傾げる。

「幸せだなぁと思って」

　可愛いことを言う妻に、彰史の欲望がビクンと震えた。

　お互いの身体が密着してるせいで、その動きをしっかりと感じ取った美紅は、鼓動が大きく高鳴った。

「もう少し休ませてあげようかと思ったけど、煽ったのは美紅だから」

「あんっ……」

　秘裂を硬くなった雄芯でこすられ、美紅の腰が震えてしまう。何度かそこで腰を揺らされて、包皮から顔を出したままの蜜芯にも刺激が与えられた。

「よく濡れている。もうグズグズでとろけてしまいそうだ」

　両脚を抱えられて、彰史に濡れそぼった秘所をさらけ出す体勢になり、美紅は思わず目を固く閉じてしまった。

　そこをじっくりと舐められていた時にも、きっとすべて見られていたはずだが、意地悪な声音で指摘されたことで羞恥が膨らんだ。

「挿れるよ」

「あっ……んぅ、っ……」

　コンドームを着けた彰史が、怒張をゆっくりと押し込んでくる。狭い陰道はきゅうきゅうと収縮しているが、愛する人の欲望を包み込むように受け入れていった。

「ふぁっ、んっ、ァ……っ！」

「くっ……！」

　みっちりと埋め込まれた陰茎の質量が、美紅の身体を震わせる。直後、彰史がなにかをこらえるように眉を寄せ、歯を食いしばった。

　息を吐いた彰史は、美紅を見下ろしながら瞳を緩めた。

「美紅のナカ、随分と俺を受け入れやすくなったね」

「んっ、だって……」

　わざわざ耳元で囁かれ、子宮に鈍く疼くような感覚が走った。

　処女を捧げた時から今日まで、彰史を何度受け入れたかわからない。

　初夜以降は一度も痛みを感じなかったが、最初のうちは苦しくてたまらない時もあった。

　しかし、彰史の雄芯を受け入れるだけで気持ちよくなれるようになった身体は、これから訪れる深い快感を待ちわびていた。

「だって？」

「はぁっ、ンッ……彰史さんが……」

「ああ、俺がこんな風にしたんだ。美紅の身体は、とても素直で可愛いね」

　満足げな笑みを向けられ、美紅は胸の奥が高鳴った。

　性技など持ち合わせていない美紅には、自らの手で彰史を悦ばせる術がわからないが、彼がこうして笑ってくれると嬉しくなる。

「そろそろ動くよ」

　待ちわびていた言葉に小さく頷けば、彰史が陰茎をそっと抜き始めた。

　圧迫感に包まれていた下肢が、解放されたような感覚を抱く。けれど、その直後、彰史の怒張がズンと最奥を突いた。

「あぁぁぁっ！　やぁっ、ふぁっ、あんっ……はぁんっ！」

　腰を回した彰史が、滾った自身を締めつける柔襞を縦横無尽にこすり始めれば、美紅の嬌声が飛び散った。

　最初から激しい律動に、美紅の視界はまたしても滲んでいく。

　それでも、彰史の腰つきに合わせ、美紅自身も腰をくねらせるように揺らしていた。

「ハッ、くっ……」

「あぁっ！　いいっ……！」

「じゃあ、ここも可愛がってあげようか」

　ふっと笑った彰史が、大きく揺れている膨らみの上の尖った蕾に指を伸ばした。

「やぁんっ」

　両方の乳首をぎゅっとつままれ、鋭い快感が送り込まれてくる。

　捏ねられたり引っ張られたりすれば、真っ赤な先端から絶妙な喜悦が走り抜けていった。

　決して痛くはないように、確実に気持ちよさを感じられる力加減で愛撫する彰史は、美紅の身体を知り尽くしているとしか思えない。

　しばらくの間、乳房に実る小さな果実を堪能していた彰史は、おもむろに美紅の下肢に向かって手を滑らせ、薄い茂みをひと撫でしたあとで敏感な芽を探り当てた。

「あんっ、アッ、んぅ……」

　凝ったままのしこりを捏ね回されれば、美紅の唇からは甘い声が零れ落ちる。

「そこ……っ、いい……！」

　その反応にうっすらと笑みを漏らした彰史は、グチュッグチュッと淫猥な音を響かせるように腰を打ちつける速度を上げ、肉芽をきゅっとつまみ上げた。

「ひゃあぁぁんっ！　だめっ、あんっ……イッちゃっ……！」

　押し寄せる愉悦を受け止め切れなくなった美紅は、なす術もないままに大きな快楽に包み込まれ、絶頂を迎えた身体とともに脳内が真っ白になった。

「ハッ、ッ……！」

　美紅を力強く抱きしめた彰史は、美紅の耳元で嚙み殺すように息を吐いた。

　収縮を繰り返す美紅の膣内は、彰史の大きく膨らんだ肉棒をきつく締めつける。

　その快楽に、彰史は額にうっすら汗を滲ませていた。

　まだ息が整わない美紅を見下ろす彰史の瞳は、劣情に塗れているのが見て取れた。

　美紅が彰史の表情に見惚れていると、程なくして彼は律動を再開させた。

「やぁんっ！　アッ、だめっ、まだっ……！」

　さっきの余韻が抜けていない美紅は、再び快楽を押し込まれたことに戸惑いながら、必死に首を横に振って訴えた。

「だめだ……っ、俺も、もう待てない……」

　重ねた身体をすり合わせるようにしながらも、彰史は腰を動かし続けている。

　そのせいで、彰史の硬い胸板で乳頭をこすられ、時には花芽もかすめられてしまい、美紅の身体には容赦なく快感がぶつけられた。

「もっ、むりぃ……」

「無理？　美紅は、もっと激しいのが好きだろう？」

　間近にある彰史の瞳に涙混じりに訴えれば、彰史は優しく穏やかに言い、ふんわりと微笑んだ。

　けれど、その仕草とは裏腹に、目の前にある彰史の双眸は淫靡な光を宿している。

「はぁんっ!?」

　刹那、美紅の上半身が起こされ、楔が深く突き刺さった。

　視界がチカッと弾けた美紅は、蜜壺の最奥を穿つ熱杭に意識を奪われてしまう。

　今まで見上げていたはずの彰史の顔を見下ろしている理由が、すぐにはわからなかった。

　そのまま抱き締められた美紅は、ようやく座位で向かい合っていることを把握する。

「彰史さん……ア、んっ……」

　少し動けば乳頭がこすれ、思わず全身が震えてしまう。

「くっ……美紅のここ、俺を上手に飲み込んでいるね」

　すると、彰史が気持ちよさそうに微笑んで、結合部をそっと指で辿った。

　蜜芯のすぐ傍を撫でられた瞬間、期待で吐息混じりの喘ぎ声が零れてしまう。

　無意識に彰史に抱き着けば、彼が耳元でふっと笑ったのがわかった。

「ここ、触ってほしい？」

　ここ、と指摘しながら小さな粒にそろりと触れられ、美紅の肉襞が戦慄いた。

　彰史は苦しげに息を吐き、美紅の唇にキスをしたあとで、ゆるりと破顔した。その顔つきは柔和そうに見えるのに、弧を描く唇が艶かしさを醸し出している。

　今さっきまではもう無理だと思っていたはずだが、美紅の身体はとても貪欲だった。

　その敏感な場所がどれほどの快楽を生み出してくれるのかを知っているからこそ、美紅には選択肢がひとつしかない。

　しかし、言葉にする勇気はなく、視線を泳がせてしまった。

「美紅。もっと気持ちよくなりたいだろう？」

　すると、彰史がうっすらと扇情的な笑みを浮かべ、美紅の耳元に寄せた唇で低く囁いた。

　向けられた色っぽい瞳に引き寄せられるように、美紅は程なくして素直に頷いていた。

「じゃあ、ここをこすってあげるから、自分で動いてごらん」

「えっ……」

　自ら動くように指南され、美紅は羞恥ともどかしさの狭間でためらいを浮かべる。

　ただ、それはほんのわずかな時間のことだった。

「ほら」と言いながら陰核を回され、喜悦を与えられた下肢が震えれば、美紅の身体は自然と揺れ始めていた。

　彰史の首に手を回し、下肢をこすり合わせるようにしながら、全身を上下させる。そのリズムに合わせ、白く豊満な胸が躍るように揺れた。

　激しく轟く肉襞は、反り返った怒張を離さないとでも言うように、彰史自身を包み込む。

　ヌチュッヌチュッと淫靡な音を奏でる結合部に視線を落とせば、お互いの下生えを濡らしている愛液が泡立っていた。

「はっ、美紅……！」

　ぎこちなさはあるが、美紅のくねらせるようないやらしい腰つきは、彰史の視線をたやすく奪い、彼を楽しませているようだ。

　彰史自身も腰を回すようにしながら美紅を突き上げ、蜜芯をいじる指をさらに強く押しつけ、真っ赤に膨れ上がったそこをいたぶった。

「あんっ、ゃぁっ、ふっ、アァッ……ッ、はぁっ、んっ……」

　甘やかな声が鼓膜を通り抜け、美紅はますます激しく動いて見せた。

　彰史は、律動と陰核への愛撫を止めることなく、美紅の首筋や鎖骨に唇を這わせている。

　時折、舐められたり歯を立てられたりすると、ゾクゾクとした。

　敏感になり過ぎた美紅の身体は、どこを触れられても快感を生み出す。

　美紅に動くように指示した彰史は、いつの間にか美紅のお尻に手を回していた。

　まろみを帯びた柔らかな双丘を揉みしだきながら腰を打ちつけられ、美紅は思考に靄がかかっていくような感覚を覚えた。

　子宮口まで届くように深く熱い塊を突き刺され、こすれ合う下肢からは快楽しか伝わってこない。

　お互いの身体を密着させているせいで、肌を滑る汗がどちらのものかわからなくなるほど混ざっていく。

　絶え間なく襲ってくる喜悦が膨れ上がり、痺れる脳芯から四方に飛び散る瞬間。

「あっ、あ……っ、あぁぁぁぁっ――！」

　美紅は、彰史にしがみついたまま深く達した。

「はっ……っ、うっ……っ！」

　彰史も襲いくる愉悦を嚙みしめるように、美紅を抱きしめている腕に力を込める。

　直後、大きく膨れ上がった雄芯から、熱い飛沫を吐き出した――。

　

「美紅、水飲める？」

「ん……」

　額にキスを落とされた感覚と、低く穏やかな声。

　瞼を開ければ、彰史が美紅を見つめていた。

　意識を飛ばしていたのは、恐らくあまり長くはない時間。けれど、美紅の身体は綺麗に拭かれ、彰史は下着だけを纏っている。

　グラスに注がれたミネラルウォーターを目にすれば、喉がカラカラだと気づく。

　身体を起こすのも億劫だったが、美紅が小さく頷けば、彰史が背中に腕を回して起き上がるのを手伝ってくれた。

　ミネラルウォーターで喉の渇きを潤し、「ありがとう」と微笑む。まだ気怠い身体のせいで、美紅は油断すればこのまま瞼を閉じてしまいそうだった。

　彰史は、美紅の手からグラスを抜き取るとベッドサイドのチェストの上に置き、美紅を労わるように「横になるといいよ」と優しく告げた。

「ねぇ……彰史さんは、気持ちよかった？」

「え？　突然、どうしたんだ？」

　首を傾げた彰史の下肢をチラリと見遣って、美紅は頬を染めて口ごもる。

「えっと……ちょっと気になって……。私はいつもすごく気持ちよくしてもらってるけど、彰史さんは、その……ちゃんと満足してくれてるのかなって……」

　美紅の疑問に、彰史はどこか戸惑ったように笑みを浮かべたあと、いつもと変わらない柔和な面持ちになった。

「大丈夫、いつもちゃんと気持ちいいよ。ただ、俺は美紅が気持ちよくなってくれるのが一番嬉しいんだ」

　低く囁かれて、美紅の鼓動が落ち着きを失くしてしまう。そんな美紅の額と瞼にキスをすると、彰史は「そろそろ寝ようか」と微笑んだ。

　身体を倒す美紅に手を添えて寝かせ、そっと上掛けをかけてくれる。

　自身もベッドに入ったあと、彰史は美紅を抱きしめて「おやすみ」と囁いた。

　情事が終われば、彰史はいつも美紅の世話をしてくれる。

　甲斐甲斐しいほどの行動ではあるが、美紅は彰史の優しさが嬉しかった。

　反面、彰史が毎回一度しか達しないことが気がかりでもあった。

　今夜も、美紅は何度も絶頂を迎えたのに、彰史が果てたのは一度だけ。

　彰史はああ言ってくれたものの、美紅は自分だけが何度も達してしまうことがどうしても気になっていた。

　自分にテクニックがないせいかもしれないが、彰史にももっとたくさん気持ちよくなってほしいと思う。

　しかし、彰史自身は満足そうにしているため、この気持ちを口にすることは憚られた。

　なにより、彰史としか経験がない美紅がこんな風に考えているなんて、彼はきっと考えもしないだろう。

（でも、いつか飽きられちゃったりしないかな……。私は、もうちょっと激しくてもいいのにな。それに、本当はもっとしたいし……）

　こんな気持ちになってしまうなんて、やっぱり自分は淫乱なのだろうか。

　自身の思考によって羞恥に包まれた美紅は、赤くなった頬を隠すように彰史の胸元に顔を埋めた。

　彰史の匂いに鼻先をくすぐられて、胸の奥が甘く締めつけられる。

　逞しい腕の中にいると、美紅は再び身体の奥底が疼いてくるような気がして、煩悩を押し込めるために瞼を固く閉じた。










三








　休日の朝は、いつもゆったりとした時間を過ごす。

　彰史とともに少し遅く起き、彼がシャワーを浴びている間に朝食の支度をするのが、美紅の週末のルーティンだ。

　今日は、ふたりで街に繰り出すことになっている。

　同居を始めた時に最低限のものしか買い足さなかったため、この家の大半のものは彰史がひとりで生活していた時のままだ。

　焦って買うよりも様子を見る方がいいと思っての選択だったが、新生活に慣れてきた今なら必要なものを精査できている。

　少し大きい鍋に、カトラリーもいくつか欲しい。あとは、タオルも数枚買い足しておいた方がいいだろう。

　時間があれば、ふたりで洋服を見るのもいいかもしれない。

　そんなことを考えている一方で、身体は落ち着かない。

　朝起きた時に気怠かった身体には、彰史の感覚が残っているように思えて、ベッドを出る前からすでに下肢がわずかに疼いていた。

　彰史の前では平静を装っていたが、内心では彼に求められたいとすら思った。

　しかし、美紅の気持ちなんて知らない彰史は、いつものように朝のキスだけを残してバスルームに行ってしまい、美紅は熱を持て余しながらキッチンに立った。

　爽やかな休日の朝なのに、美紅の思考と身体には悶々としたものが渦巻いている。

（だって、昨日もあんなに気持ちよかったんだもん……）

　悩ましげな息が漏れた美紅の脳裏には、昨夜の情事の記憶が焼きついていた。

　最初は優しかったキスがねっとりとしたものに変わっていき、情熱的に快感を与えてくる彰史の手や舌に溺れ、前戯だけでも深く甘い愉悦に包まれた。

　無駄な贅肉などない逞しい身体に抱きしめられ、胎内を激しく穿たれると、全身が痺れて頭がおかしくなりそうだった。

　瞼を閉じれば彰史の息遣いすら思い出せそうで、美紅の下肢がジンと痺れたが、リビングのドアが開く音でハッとした。

「いい匂いだな。今朝は和食か」

「うん。昨日、鮭を買っておいたから、今日は純和風のご飯に……」

　慌てて平静を纏い直し、髪を拭いながらキッチンに入ってきた彰史に答えている途中、彼の姿を捉えた瞳がその場に釘づけになった。

　いつも下半身だけ服を着てバスルームから出てくる彰史だが、今日はまだ下着しか穿いていない。

　肌にぴったりと張りついているボクサーパンツが、腹筋を扇情的に見せる。

　朝のキッチンはとても明るく、彰史の腕を通る太い血管までしっかりと確認できた。

　彰史は、コンロの対面にある冷蔵庫からミネラルウォーターを出して飲み、美紅の瞳は彼の背筋や鍛えられた大臀筋を盗み見てしまう。

　まだわずかに濡れている肌と無防備な後ろ姿に、美紅はベッドの中にいる時の艶やかな彰史を思い出し、胸と身体がキュンと震えた。

「美紅」

「……っ、な、なに？」

「今、なにを考えていた？」

　無意識のうちに身体ごと振り返って彰史を見ていた美紅は、彼が自身を見下ろしていることに気づくのが少し遅れてしまった。

「えっ、あの……別になにも……」

　まさか、休日の朝から欲情していました、なんて言えるわけがない。

　咄嗟に本音を隠して笑えば、彰史がどこか不満を孕んだ瞳を緩めた。

「嘘つき」

「え……？」

「今の美紅、俺に抱かれる前と同じ顔だよ」

　自分が今どんな表情をしているのかなんて、美紅にはわからない。

　しかし、彰史の言葉通りであることは、すぐに理解できていた。

「そんなこと……」

　天気のいい休日の、健全な雰囲気を意識していたはずの朝。

　そんな中で、彰史の身体を見て欲情してしまった上、それを彼本人に指摘されて、美紅の頬が真っ赤になる。

「俺の身体を見て、抱かれたくなった？」

　はしたないと思われたのではないかと不安を抱き、美紅は彰史の目を見ることができなかったが、彼の声色は殊のほか楽しげだった。

「美紅、答えて？」

　わざとらしく低くした声が耳元に落とされ、鼓膜を甘くくすぐる。美紅がその刺激に首を竦めれば、彰史がふっと笑った。

「ほら、美紅。こういう時は、素直になっていいんだよ」

　意地悪だが柔和な口調の彰史は、美紅を軽蔑している様子も、呆れているような素振りもない。

　そろりと視線を上げれば、彰史はうっすらと笑みを浮かべていた。

（あ、この顔……）

　彰史の顔つきは、美紅を抱く時に見せる表情とほとんど変わらなかった。それに気づいた美紅は、背筋が粟立つのを感じ、下肢を戦慄かせてしまった。

「軽蔑しない……？」

「しないよ。どんな美紅でも、愛する自信があるからね」

　恐る恐る尋ねてみると、ふわりと微笑まれた。

　迷うことなく紡がれた答えは、美紅には愛の言葉にしか聞こえなかった。

「んっ……。彰史さんが裸だったから、想像、しちゃった……」

　思わず喉を鳴らしたあとで素直になれば、美紅を見つめていた瞳がさらに緩められる。

「素直で可愛いね。もしかして、起きた時から疼いていた？」

　すべてを見透かしてくる彰史に、頬が真っ赤に染まった。

　彰史はうっすらと笑みを浮かべると、左手で美紅の顎を掬って唇を奪った。

　一度だけ触れた唇が離れ、視線が絡んだあとでどちらからともなく再び顔を近づけた。

　何度か角度を変え、キスを重ねる。

　チュッ、チュッ……と響いているリップ音が、爽やかな朝をゆっくりと遠ざけていくようだった。

　唇をこすり合わせたり、食み合ったりしているうちに、美紅は彰史とのキスに夢中になりつつあったが、もうすぐ出来上がる朝食のことも気になっていた。

　鮭はそろそろ焼けるし、鍋の火も止めなければいけないのに、彰史は唇を離してくれない。

　一方で、身体は彰史に抱かれることを待ちわびているのは明らかで、このまま朝食の支度を続ける自信もなかった。

「彰史さっ……火が……」

「ああ、消しておこうか」

　キスの合間で訴えれば、彰史が薄く笑みを浮かべ、コンロに手を伸ばした。聞き慣れた電子音が聞こえたかと思うと、沸騰していた鍋があっという間に静かになる。

「これでもう、気にしなくていい」

　彰史は言い終わるよりも早く美紅の首筋に舌を這わせ、大きな手で胸元を包んだ。

「あんっ、っ……」

　自然と漏れた声がどちらの刺激によって生まれたものなのかは、美紅にはわからなかったが、その両方が美紅の欲情を深めていったことだけは間違いない。

　音を立てて首やうなじを吸われながら、柔らかな膨らみを下から持ち上げられ、そのまま骨張った手が動く。

　彰史の五指が乳房に食い込み、美紅の身体は期待に塗れた。

　白いニットの上から触れられているだけなのに、たわわに実った胸の先端の小さな蕾が反応してしまう。

　彰史はそれを見透かすように、乳頭を探り当てた指先でつまみ上げた。

「アッ！　んっ、はぁ……」

　ニットと下着の上からでは、もどかしい刺激にしかならない。それでも、彰史にいじられていると思うだけで、乳首がジンと疼いて熱を持ち始めていた。

「美紅のここ、どんどん勃ち上がっていく。服の上からでもよくわかるよ」

　彰史はボクサーパンツしか身に纏っていないのに、顔つきはまだ余裕そうだ。

　反して、服を着たままの美紅は甘い声がどんどん零れ、呼吸が乱れている。

　その差に、羞恥心が膨れた。

「や……言わないでっ……」

「どうして？」

　恥ずかしいからだというのは、美紅が答えなくても彰史はお見通しのはずだ。

　それをわざわざ言わせようとするあたり、彰史は紳士的に見えて意地悪だと思った。

「ここ、こうして捏ねられると気持ちいいだろう？　直接触ってほしいんじゃないか？」

　彰史の指がクリクリといじっている先端は、とっくに硬くなっていた。しかし、服の上からの刺激では、ちっとも満足できそうにない。

「んっ、ァ……もっと、さわって……。直接、じゃなきゃ……ッ、足りないのっ……！」

　美紅の上気した頬は扇情的で、彰史が満足そうに瞳を眇めた。

「いいよ。もっと気持ちよくしてあげる」

　彰史は、左手を手早く美紅のニットの下に入れてブラのホックを外し、直後に解放された豊満な胸を右手で直接揉みしだき始めた。

　背中に回したままの左手は、肌の上をそっと滑っていく。

　彰史の流れるような動作に翻弄されながらも、美紅は待ち焦がれていた愛撫に腰を震わせ、とろけそうな吐息混じりの嬌声を漏らした。

　彰史の手からもはみ出そうなほどの大きな乳房は、とても滑らかで柔らかい。

　しっとりと汗ばんだ肌が彰史を誘うようで、彼はその感触を堪能するように刺激を送り込んできた。

「あっ、はぁんっ……やっ、ぁ……」

　乳首を丁寧に捏ね回され、そこから伝わる電流のような刺激に、美紅の身体が悦ぶ。

　ニットを捲り上げられた時には、小さな果実は痛いくらいに主張していた。

「真っ赤になって、おいしそうだ」

　唇の端を上げた彰史が、わざとらしく赤い舌を覗かせながら、美紅の胸元に顔を寄せた。

「あぁんっ！　ふぁ、んっ、あぅ……やぁっ、ッ！」

　右側にある先端の少し窪んだ部分をグリグリと嬲られ、突起全体をちゅうっと吸い上げられる。そうかと思えば、軽く歯が立てられた。

　その間、右手は乳房を弄び、左側の蕾は指でいじられたままだった。

　わずか十秒ほどの間にまったく異なる刺激を一気に与えられたことで、美紅の視界が涙で滲み、細い腰が数回跳ねた。

「気持ちよさそうだね。ここだけすごく硬い」

「あぅっ……はぁっ、んっ」

　唇が乳頭に触れるほどの距離で話され、吐きかけられる息にすら敏感に反応してしまう。

　そんな美紅を見つめる彰史の表情は、実に愉快そうなものだった。

　右手がウエストの辺りを撫で、臍周りを滑ったあと、内ももに届いた。

　しかし、生憎ロングスカートを穿いているせいか、彰史の手はそのままスカートの上からお尻や太ももを撫でるだけ。

　さっきから何度も戦慄いている下肢は、もっと深い愛撫を求めているのに、欲しい感覚を与えてはもらえない。

　そのもどかしさに耐えかねた美紅が、唇を動かした。

「お願い……ちゃんと触って……」

　乳房とその頂には直接触れられているが、下肢にも甘い刺激が欲しくてたまらない。

　彰史は、そんな美紅の気持ちを見透かすようにクスリと笑った。

「ちゃんと、って？」

　意地悪く緩められた瞳が美紅を見つめたまま、骨張った手が柔らかなお尻を撫でてくる。

　美紅の唇から零れる吐息は甘やかな熱を持ち、羞恥に塗れた表情がもどかしげに歪んだ。

　答えを口にするのは恥ずかしくてたまらないが、直接与えられる愛撫がどれだけ気持ちいいのかを、よく知っている。

　理性と欲望の狭間にいた美紅は、期待に満ちた眼差しで彰史を見つめ返した。

「いじわる、しないで……。お願い……直接触って、もっと気持ちよくして……」

「じゃあ、スカートを持ち上げて。俺が触りやすいように、自分で見せて」

「……っ！」

　彰史が楽しげに耳元で囁き、耳孔に舌が差し込まれた。

　クチュリと響く水音の艶かしさと彰史の言葉に、美紅は眩暈を覚えそうになったが、素直な子宮が悦びを感じていた。

　言われるがままスカートに手を伸ばし、自ら布を持ち上げていく。外気に触れ始めた肌がひんやりとして、身体がぶるっと震えた。

「いい子だ。こっちも触ってあげるよ」

　満足げに破顔した彰史の右手が、美紅の内ももを直接撫で、ゆっくりと上がってきた。その目的地を知っている美紅は、期待を寄せてしまう。

「はぁんっ……アンッ、んぁっ！」

　いきなり花芯を回すように刺激され、甲高い声が飛び出した。ショーツの上からだというのに、少し強めに当てられた指から伝わる刺激は、喜悦となって美紅を襲う。

　下着まで濡れそぼっていることは、もうわかっていた。肌に張りつくせいで煩わしくもあったが、そんなことを気に留める余裕なんてない。

　しばらく布越しに動いていた指がショーツの縁から侵入し、蜜口を軽くこすった。たぷんと蜜が零れ、内ももを伝っていく。

　彰史にしか許したことがない秘所を暴かれていく感覚に、美紅は下肢がキュッとすぼまるような気がした。

「もう溢れているね。こうしているだけで、どんどん零れてくる」

　入り口付近で指を遊ばせ、彰史は愉快そうに笑う。

　指を動かされると花芯が布でこすれ、意図せずに美紅の腰が揺れていた。

「こっちも、もう硬くなっていそうだ」

　目を細めて微笑む彰史は、たっぷりと蜜を纏わせた指を下肢の蕾の上に置いた。それだけで、美紅は小さな声を吐き出してしまう。

　刹那、まだ被っている包皮を剝くように、彰史は指を動かし始めた。

「あぁぁっ！」

　待ちわびていた刺激に、天井を仰いで息を詰めてしまう。陰核を嬲られたまま、膣口から指が押し入ってきた。

「ふぁっ、あっ、あんっ……ァッ！　やぁっ、もうっ……！」

　最初から二本挿入されて激しく抜き差しされ、肉芽をいじくり回されて……。乳頭も強く捏ねられながら、美紅は声を抑えることもできずに高みに押し上げられてしまった。

　きゅうきゅうと収縮する柔襞が、彰史の指を締めつけている。

　肩で息をする美紅を余所に、彰史はその場で膝を折り、美紅の下肢からショーツを抜き取った。

　そして、おもむろに下肢に唇を寄せた。

「ひゃっ……っ、あぁぁぁあっ――！」

　包皮から顔を出していた蜜芯に舌が触れたかと思うと、蜜口から陰核まで一気に舐め上げられた。

　ザラリとした感触と強烈な快感に、美紅は大声を上げながら背筋を粟立たせた。

「アッ、まって………！　いまっ、イッて……やぁんっ！」

　さっきの快楽の波がまだ引いていないのに、彰史は容赦なく次の悦楽を与えてくる。

　気持ちいいのか苦しいのかわからなかったが、美紅は再び差し込まれた彰史の指を締めつけながら、腰を戦慄かせていた。

「だめ。俺も待てない」

　そう言われて、うっすらと目を開ける。そのまま視線を下げれば、彰史のボクサーパンツの下では彼の欲望が大きくなっているのが見えた。

　下着越しにしっかりと反り返っていることが見て取れ、雄芯は窮屈そうだ。

　彰史は、美紅の視線に気づいているようだったが、舌も指も休めようとはしなかった。

「はぁんっ、あっ、ァッ……いいっ……！」

　彰史が欲情してくれているという事実が、美紅にとってより甘いスパイスになっていた。

　ぷっくりと膨れ上がったしこりは舌で嬲られ、丹念にこすられている蜜壺からはどんどん愛液が零れて、フローリングに雫が落ちる。

　美紅は首を横に振りながらも腰を躍らせ、二度目の絶頂に備えるように身体を硬くした。

　柔襞を抉るような激しい抽送とともに、尖り切った肉芽を思い切り吸い上げられた時。

「んあっ……あぁんっ！　ひぅっ、んっ、ぁ……あああぁぁっ――！」

　美紅は、再び愉悦の彼方に追い上げられ、瞼の裏で閃光が弾けた。

　

「……ふぁ、っ……」

　程なくして、秘裂に硬いものを押し当てられたかと思うと、肉壁をかき分ける圧迫感に息が詰まりそうになり、美紅の視界に彰史の顔が映った。

　すぐに状況を把握できなかったのは、恐らく美紅の意識が飛んでいたせいだろう。

「ァ、んっ……」

　美紅が苦しげに息を吐けば、彰史がふっと微笑み、瞼やこめかみに彼の唇が落ちてきた。

「くっ……」

　彰史の怒張は、見た目通りに猛々しい質量で美紅の膣内を埋め尽くしていく。

　結合部がピタリとくっついた時、美紅の内壁が悦びを表すように戦慄いた。

「あぅっ……だめ、これっ……。深くて……っ！」

　立位で挿入されるのが初めての美紅は、片足を上げていることにも、奥深くまで届く彰史のものにも、脚がガクガクと震えてしまう。

「美紅、ゆっくり息をして」

「ん、はっ……はぁ、んっ……」

　呼吸を整えようとしても、蜜壺いっぱいに存在感を放つ彰史の陰茎を激しく締めつけるばかり。

　そんな美紅に、彰史が困ったような笑みを向けた。

「こら……。そんなに締めたら、動けないだろう」

　たしなめるように柔らかな双丘の頂をつままれ、美紅は吐息混じりに身体を震わせる。

　そのまま指の腹をこすり合わせるように刺激されて腰を捩りそうになったが、彰史の雄芯に突き挿された肢体は思うように動かせない。

　そんな美紅を追い詰めるかのように、彰史が美紅のお尻を摑んでゆっくりと腰を引き、再び自らの滾った欲望を深く打ちつけた。

「はぁぁんっ！　アッ、あぁっ、んぁ、ッ……」

　腰を回され、肉壁を強くこすられる。柔襞が楔を締めつけると、それを押し返すように彰史の動きが激しさを増す。

　その繰り返しでお互いを追い込んでいくふたりは、いつしかきつく抱き合いながら快楽に陶酔していた。

　美紅の口からは甘い声しか出てこず、彰史は額に汗を滲ませている。

　肌がぶつかり合うたび、体液をかき混ぜる淫猥な音が響いた。

「あんっ、だめっ、アァッ、はぁんっ……もっ、イッちゃ……！」

「……はっ！　イッていいよ」

　美紅が髪を振り乱して訴えれば、彰史は艶やかな微笑みを浮かべた。

　同時に達したいと願う美紅だが、追い詰めるような激しい律動を受け続ける身体は限界突破をしてしまう寸前で、もうこらえる術が見当たらない。

　美紅は、涙を浮かべて彰史にしがみつき、胎内で縦横無尽に動き回る熱杭を締め上げようとする。

「くっ……」

「やぁっ……！　ひぅっ……だめっ……もっ、ぁ、あぁっ！」

　彰史に少しでも気持ちよくなってほしいのに、快楽を与えようとすると何倍にもなって戻ってきてしまい、視界が定まらなくなるほどの喜悦が全身に走り抜けた。

「ほら……。ちゃんと見ていてあげるから、我慢なんてしなくていい……」

　淫蕩な声音と舌で鼓膜を犯されながら、彰史がよりいっそう強く腰を打ちつけてくる。

　彰史自身も余裕がないようで、眉根を寄せた顔つきからは危ういほどの淫猥な色気が放たれていた。

「ァッ、あ、っ、ぁ……んっ……っ、あぁぁぁっ――」

　そのまま何度も最奥を抉られ、美紅は大きな悦楽を受け止め切れずに背中を弓なりにして深く達した。

「ふっ……美紅っ――！　はぁっ……っ」

　続けて、彰史も身体を小さく震わせ、子宮に目がけて白濁した精を吐き出した。

　

　息を整える美紅の唇に、彰史の唇がそっと押し当てられる。

　触れるだけのキスでも美紅がうっとりしていると、彰史が陰茎を引き抜いた。塞ぐものがなくなった蜜壺から、混ざり合ったふたり分の体液が流れていく。

「美紅、もう一度しようか？」

「え？」

　目を見開いた美紅の下肢からスカートが剝ぎ取られ、速やかにニットを捲り上げられて、思わず両手を上げてしまう。

　中途半端にずらされていたブラも奪われてしまったが、すでに三度も達していた美紅は、キッチンに腰を預けていても立っているのがやっとだった。

「おいで。ソファーに行こう」

　彰史は甘い笑顔で美紅の髪を撫でると、一糸纏わぬ美紅を抱き上げた。お姫様抱っこで移動させられ、美紅はあっという間にソファーに連れていかれた。

「あの……そろそろ朝食を作らなきゃ……」

　リビングの一角に置いてあるチェストの上の置時計は、十時半近くを指している。

　デートを楽しみにしていた美紅は、時間を気にしていたが、彰史はそっと唇の端を上げた。

「もっと、美紅を愛させて」

　耳たぶにチュッとキスをされ、低く囁かれれば、素直な美紅の身体は期待で震えた。

「で、でも……時間が……」

　わずかな理性と甘い誘惑の間で揺れた美紅が、視線を泳がせる。

　すると、彰史が美紅の両手首をそっと摑み、首からかけていたタオルで縛った。

「え、あの……彰史さん？」

「痛くない程度に縛ってあるし、その気になれば自力で解けるよ」

　優しく告げられ、美紅は胸がドキドキと高鳴るのを感じた。

　確かに、縛り方はきつくはなく、手首を思い切り外側に動かせば外れてしまいそうだ。

　けれど、美紅はそれを解きたいとは思わなかった。

　彰史は、にやりと口元を緩めて意味深に微笑み、美紅の右の耳孔に舌を差し込んだ。

　淫靡な水音が鼓膜に反響し、美紅が吐息混じりに「ぁ……」と声を漏らした。

「どうする？　このままやめてしまおうか？」

　耳筋から首を伝った唇が、鎖骨を撫でる。舌がそこを這えば、美紅の理性は簡単に溶けていった。

　大きな両手が乳房をやわやわと揉み、勃ち上がったままの蕾を何度もかすめていく。焦らすように触れてくる彰史に、美紅は下肢を戦慄かせた。

「あっ……！」

　不意に彰史の右手が恥丘をなぞり、長い指が薄い茂みの奥に隠された花芽をそっと引っ掻いた。

　優しい触れ方で通り過ぎた密やかな快感を追いかけるように、自然と美紅の腰が揺れる。

「腰が揺れているよ。これでも、朝食を作りたい？」

　意地悪く破顔され、美紅は頬を染めながらも首を横に振る。

「じゃあ、どうして欲しい？」

「やんっ……！　彰史さんっ……」

　触れるか触れないかの距離を保ったまま、彰史の指は陰核を何度も通り抜ける。

　気持ちいいが、ちゃんとした快楽を得るには足りない。

　そのもどかしさに眉を寄せれば、彰史はふっと笑った。

「どうして欲しいかちゃんと言えたら、美紅が望むことをしてあげるよ」

「やだっ……恥ずかしい……」

「でも、美紅は恥ずかしい方が気持ちよくなれるだろう？」

　彰史の視線が美紅の手首に移り、縛られたまま抵抗を見せない美紅の気持ちを見透かすように目が眇められる。

　再び視線が交われば、美紅は彰史の言葉を認めてしまうしかなかった。

「お願い……ちゃんと触って……。それじゃ、足りないの……」

　涙が浮かぶ瞳で彰史を見上げれば、彼は美紅の乳房に指を食い込ませ、同時に右手の指先で肉芽をしっかりと捉えた。

「あぁんっ！　ふぁっ、ンッ……ァ、ぁ、あっ……」

「こうして欲しかった？」

　彰史の左手は、乳頭の先端をこすり、つまみ上げる。下肢で蠢く右手は、指の腹で蜜芯をクルクルと撫でつけ、的確な快楽を送り込んできた。

　美紅は、欲していた喜悦に涙を零しながら、何度も頷いた。

　従順に反応する美紅に、彰史が満足げに唇の端を上げた。

「もうっ……いいからぁ……挿れてっ……！　お願い……」

　何度も絶頂を迎えている美紅は、涙で滲む視界に彰史を映し、甘い声で懇願する。

　しかし、彰史は笑みを浮かべたあと、伸ばした舌で双丘の頂を刺激した。

「やぁっ！　なんでっ……」

　花芯をいじくり回されたまま、蜜口から指が侵入してきた。

　さっきまで彰史の欲望を受け入れていた美紅の身体は、いきなり三本の指を難なく飲み込んで見せる。

　弱い場所をとことんいたぶられ、柔襞はもっと深い悦楽を求めて轟いた。

　蜜口からは次から次へと愛液が溢れ出し、革張りのソファーを濡らしていった。

　美紅の身体は充分過ぎるほど準備が整っているのに、彰史は愛撫を止めようとはしない。

「もっ、おねが……ッ、あきふみさ……っ！　はやくっ……！」

「このままイかなくていいのか？」

「だって……たりなっ……！」

　蜜壺の最奥が、硬くて太いものを欲している。外から与えられる刺激も気持ちがいいが、もっと深い快楽を得るためにはそれでは足りない。

　この三ヶ月で彰史に馴染んだ身体は、彼の雄芯を求めてやまなかった。

　彰史は、上気した顔で懇願しながら乱れる美紅を、愛おしげに見下ろしている。

「おねがっ……はやくっ！　彰史さんが、欲しいの……っ」

　程なくして、彰史は柔壁への抽送を止め、ゆっくりと指を抜いた。

　美紅の体液で淫靡に光る指を舐めた彰史は、その様子を見せつけられて顔を真っ赤にした美紅に、うっすらと笑みを零す。

「美紅、今度は後ろからしようか」

「ん……」

　仰向けだった身体を翻されながら背中を撫でられ、美紅は全身を震わせた。そっと触れられるだけでも、今の美紅には甘い刺激になってしまう。

　背中を這うように滑る舌の感触にもゾクゾクさせられ、焦らすように唇が落とされるたび、視界が滲んでいった。

「お尻を上げて」

　うなじにキスをしながら腰を持ち上げられ、吐息混じりにお尻を高くする。

　まだ朝だというのに、明るいリビングのソファーの上であられもない姿を彰史に見せているという状況に、美紅は眩暈がした。

「美紅のここ、真っ赤だよ。グズグズに濡れて、少し触れるだけでも零れそうだ」

「言わないでっ……！」

　自らの痴態を楽しげに説明されて、気が遠くなりそうだった。

　それでも、欲情した身体は貪欲に彰史を求め、美紅の意思なんて関係ないとでも言うように下肢が戦慄く。

　その姿すらも見られているのだと思うと、子宮が痛いほどに疼いた。

　美紅の期待に応えるように、彰史が秘裂に反り勃った陰茎を押し当ててくる。

　期待に満ちた身体が震え、膣口から溢れた愛液が太ももに流れた。

「ァッ……」

　彰史が、美紅の陰唇や肉芽に雄芯をこすりつける。

　ようやく挿入してもらえると思っていた美紅が、懇願するようにお尻をくねらせた。

「彰史さん……もう、焦らさないで……。早く、彰史さんのが欲しい……」

　この期に及んでまだ焦らしてくる彰史に痺れを切らしてしまい、美紅は肩越しに振り返って消え入りそうな声で訴えた。

「おねだりが上手くなったね」

　彰史の瞳は情欲に塗れ、美紅の割れ目にこすりつけられている雄芯がさらに硬さを増す。

　それに気づいた美紅は、「お願い……」とお尻を押しつけた。

「ハッ……っ！　煽ったなら、覚悟してくれよ」

　言い終わるよりも早く、彰史の怒張によって蜜口がこじ開けられていった。

　お互いに焦らされていたせいか、美紅の柔襞は彰史の欲望を離すまいと搦みつき、彼の肉棒は最初から最奥まで進んできた。

「ふぁっ……あぁぁぁっ……！」

　ズンとひと突きされ、美紅の視界が白く弾ける。

「くっ……！　すごいな、トロトロだ……」

　うっとりとしたようなかすれた声が降ってきて、美紅はその声色にすら膣壁を轟かせた。

　大きく息を吐いた彰史が、「動くよ」と囁く。

　その言葉は美紅の鼓膜を揺さぶったが、意味を理解するよりも早く、彰史は腰を引いた。

　ギリギリまで引き抜かれた楔が、最奥に向かって打ちつけられる。

　脳芯にまで響くほど繰り返し強く叩きつけられ、美紅は息を詰めてしまいそうだった。

「アッ、くぅ……あぅ、アンッ、んぁ、っ、はぁん……」

　閉じることもできない唇から零れるのは、甘い鳴き声だけ。

　反り返った熱杭の圧迫感に呼吸すら奪われそうになっているのに、美紅も必死に腰を振って快楽を貪っていた。

　深く甘い喜悦は、苦しさを伴うほど。

　けれど、手首を拘束されていることでいつも以上に興奮が増し、確実な愉悦に身体は悦びを覚えて、真っ白な高みに向かっていく。

「あき、ふみさっ……！　アッ、きもち、いのッ……」

「美紅っ！」

　後ろからの律動はいつも以上に深く激しく、まるで獣のように求め合う。

　肉欲的な体位は、美紅の理性を簡単に脱ぎ捨てさせる。

　気がつけば、美紅は自らもお尻を大きくくねらせるように動き、彰史の激しい律動に合わせてさらなる悦楽を探った。

　肌がぶつかり合う音も、結合部から生み出される淫猥な水音も、部屋中に響けば響くほど興奮し、お互いの淫欲が満たされていく。

　喜悦だけを貪り合うほどに脳芯ごと身体が痺れていき、美紅は思考が溶けてしまいそうだった。

「あんっ、やっ、んっ……！　もう……！」

　頂点が見え始めた美紅が思わず身体を引こうとしたが、彰史に腰を強く摑まれているせいで、愉悦を受け止めることしかできない。

　美紅が限界を訴えるように膣内をきゅうきゅうと収縮させれば、彰史はよりいっそう肉襞を強くこすり、最奥を力強く穿った。

「ひゃあぁぁんっ！　だめ……ッ、もうっ……きちゃうからぁ……」

　脳芯まで痺れるほどの快感は苦しくもあり、ともすれば不安を感じてしまいそうだった。

　しかし、背中から覆い被さっている彰史の体温が、美紅の心に安堵を与えてくれる。

　美紅が涙を流しながら首を何度も振れば、彰史も欲望を吐き出す備えをするかのように、ますます律動を激しくさせた。

「アッ、んぁっ……はぁんっ、いいっ……！　ッ、あああぁぁっ――！」

　自力で体勢を保つことすらできなくなっていた美紅は、彰史にきつく抱きしめられながら身体を大きく戦慄かせ、深い快楽の海に沈んだ。

　指先まで痺れ切っている美紅の最奥に、さらに数回、熱杭が打ち込まれる。

「はっ……！　くっ、ぁ……！」

　刹那、彰史も小さな声を漏らし、美紅の柔襞に精を搾り取られて果てた――。

　

「大丈夫？」

「ん……平気。でも、もう少し休まないと動けないかも……」

「ああ、慌てなくていい。激しくし過ぎたな」

　どこか申し訳なさそうな彰史に、笑みを浮かべて首を横に振った。

「……ねぇ、彰史さんは満足できた？」

「この間も同じことを訊かれたが、いつもちゃんと気持ちいいよ」

　彰史は穏やかに笑ったが、美紅はそれを素直に受け取ってもいいのかわからなかった。

　美紅は、彰史に感じさせてもらってばかりで、自ら愛撫らしい愛撫をしたことはない。

　不満そうには見えないが、彰史は本当に満足してくれているのだろうか……。

　このままでは、いつか彰史に飽きられたりしないだろうか……。

　そんな不安を感じていると、彰史が美紅の唇にそっとくちづけた。

「気にかけてくれるのも、美紅の気持ちも嬉しい。ただ、俺は美紅がたくさん感じてくれる姿を見るのが、一番興奮するんだ」

　愛おしげに零されたセリフに、美紅は頬を染めてしまう。

　すると、汗で張りついた前髪をそっとかき分けられ、そこにも唇が落とされた。

「だから、不安そうな顔なんてしないで」

　彰史の言葉に小さく頷き、美紅は笑顔でキスを交わした。







四








　しばらくソファーの上から動けなかった美紅は、彰史にもう一度シャワーを浴びてもらっている間に、小さな後悔を抱いてため息をついてしまった。

　彰史との情事はこの上ない快楽を与えてくれたが、きっと今日の朝食はあまりおいしくないだろう。

　けれど、流されてしまったというより、美紅が欲情したことからこんな風になったため、少し前の自分自身に後悔を抱くことしかできなかった。

　もっとも、彰史に抱かれたことは嬉しく、縛られる喜悦と新たな体位での快楽を知ったおかげで、実際には後悔というほどのものは感じていないような気もする。

　なによりも、甘く深く愛された身体は幸せな気怠さに包まれていた。

　

　淫靡な雰囲気がすっかり消えたのは、それから一時間が経った頃のことだった。

「あぁっ……！　やっぱり、ちょっと焦げちゃってる……」

　ドロドロになった身体をシャワーで洗い流したあと、美紅はキッチンの光景に肩を落とした。

　グリルに入れたままだった鮭に、必要以上の焦げがついてしまっていたからだ。

　白米はきちんと炊き上がっているが、お味噌汁もだし巻き卵もまだできていない。

「そんなに焦げていないから、大丈夫だよ」

「でも……」

　美紅が眉を下げれば、彰史が困ったように微笑んだ。

「せっかく作ってくれていたのに、冷めてしまったね。でもきっと、おいしいよ」

　鮭が焦げてしまったのは悲しいが、そもそも彰史の身体を見て欲情したのは美紅の方だ。

　それなのに、彰史が申し訳なさそうにしているから、美紅は居た堪れないような気持ちになった。

「ううん……。彰史さんは悪くないよ」

　首を横に振った美紅に、彰史が瞳を緩める。

「俺が卵を焼くから、美紅は味噌汁を作って。それと、これを食べる頃にはもう昼食の時間になってしまうから、夜は外で食べよう」

「いいの!?」

「ああ。買い物のあとにお茶でもして、ドライブもいいね。予定よりも遅くなってしまったが、行きたいところは全部回れると思うから、他にもリクエストがあれば考えておいて」

「嬉しい！　あのね、彰史さんと行きたいところがたくさんあるの！」

「そんなにたくさんあるなら、きちんと計画を立てた方がいいかもしれないね。今日行けないところは、次の休みに行けばいいよ」

　もともと楽しみにしていたが、よりいっそう心が躍る。

　彰史の隣で昼食になってしまった朝食の支度をしながら、美紅はどこに連れていってもらおうかと考えて、笑みが零れていた。

　

　街に繰り出してキッチン用品を買い揃えたことで、美紅は明日からの料理が一段と楽しみになった。圧力鍋も買ってもらったから、角煮を作るのもいいかもしれない。

「こっちの方が似合うと思うよ」

　明日の食事のことを考えながらコートを見ていると、背後からひょっこりと現れた彰史が右側のコートを指差した。

「あ、電話は終わったの？」

「ああ。母さんが、また近いうちに遊びにおいでって」

「じゃあ、今度は近所のパティスリーで、フィナンシェを買っていこうかな」

　電話対応をしていた彰史だったが、その相手は彼の母親だったらしい。

　彰史は、年子の兄とふたり兄弟だからか、美紅は義母である彼の母親にとても可愛がってもらっている。美紅自身も、義母にとても懐いていた。

　彰史から見れば、美紅の素直な性格が母親の心を摑んでいるようにしか思えないのだが、仲のいい姿を見るのは夫としても息子としても嬉しいものだ。

「それより、コートが欲しいのか？」

「うーん、少し大人っぽいのが一着欲しいかなって。手持ちのアウターは、可愛い系のカラーやデザインが多いから」

「美紅は、その方が似合うからいいじゃないか」

（でも、彰史さんと並んで歩く時は、大人っぽい格好もしたいんだよね……。たぶん、彰史さんと釣り合ってないもん）

　美紅は言葉を呑み込み、小さく笑って見せる。

　彰史は不思議そうにしながら、「美紅は右のコートの方が好みだろう？」と首を傾げた。

　美紅が見ていた右側のコートは、ピンクベージュで大ぶりのボタンがついていて、シンプルだが可愛らしい。反して、左側のコートは、ネイビーでシックなデザインだ。

「彰史さん、私の好みをよく知ってるよね」

「妻の好きなものを知りたいと思うのは、そんなにおかしいことでもないはずだ」

　彰史は、甘い笑みを見せると、ピンクベージュのコートを手にした。

　美紅のハンドバッグをスッと取った彰史が、美紅の背中に回って着ていたコートを脱がせ、代わりにピンクベージュのものに腕を通させた。

「ほら、やっぱり。よく似合っているよ」

「可愛い……」

　思わず本音が零れたが、これでは大人っぽい装いにはならない。

　かっこよくて落ち着いた雰囲気の彰史と並べば、周囲の目には美紅の姿が必要以上に幼く見えてしまわないだろうか。

「じゃあ、これにしよう。俺も、こっちのコートを着ている美紅がいい」

　そんな風に悩む美紅を余所に、彰史は恥ずかしげもなく言って笑い、美紅のコートを手際よく着替えさせた。

　されるがままだった美紅は、レジに向かう彰史を慌てて追いかける。

「彰史さん、自分で買うから」

「こういう時くらい、夫らしいことをさせて」

　スムーズに支払いを済ませてしまった彰史に、美紅は困惑顔で微笑んでしまう。

　もちろん嬉しいのだが、彰史が夫らしくなかったことなんて一度もない。

　いつも優しくて、家事も率先してやってくれ、たくさん甘やかしてくれる。夜にはじっくりと心と身体を愛でられ、幸せ過ぎるくらいだ。

　今だって、傍にいたふたり組の女性客とレジで対応してくれた女性スタッフが、彰史とのやり取りに羨望の眼差しを向けている。きっと、彰史自身にも目を奪われているに違いない。

「ありがとう。でも、甘やかし過ぎるとよくないんだよ」

「そんなことはない。もっと甘えてくれてもいいくらいだ。たとえば……」

　歩きながら彰史を見上げれば、彼はふっと意味深な笑みを零したあと、美紅の耳元に顔を寄せて「ベッドの中で……とか」と囁いた。

　途端に頬が真っ赤になった美紅は、彰史の吐息が触れた右耳に咄嗟に手を当てた。

　クスクスと笑う彰史は、とても楽しそうに見えた。

　こんな彰史の姿を見ていると、彼と出会った頃のことを思い出す――。

　

　　　＊　＊　＊

　

　美紅と彰史が出会ったのは、美紅が高校三年生の時だった。

　珍しく酔いつぶれた父を、彰史が家まで送り届けてくれたのだ。

「あれ、お父さん？」

　ちょうど塾から帰宅した美紅が、家の前で誰かに肩を支えられている父に声をかけると、振り返った彰史が美紅を見て微笑んだ。

「こんばんは、三嶋と申します。こちらは、増岡専務のご自宅で間違いないでしょうか？」

　二重の瞳に、少し彫りの深い顔立ち。スラッとした手足は長く、身長は美紅よりも二十センチは高く見えた。

「えっ！　は、はいっ……」

　彰史をひと目見た瞬間、彼から目が離せなくなった。

「専務のお嬢様ですか？」

　父は眠っているのか、彰史の肩を借りているというよりも、彼が担いでいるようだった。

「は、はいっ！　あの、父がすみません……！　えっと、私が連れて入ります！」

　彰史に見入っていた美紅が慌てると、彼が小さく噴き出した。

「女の子には無理でしょう。俺が連れて入るから、お母さんを呼んでくれる？」

　敬語だった言葉が砕けただけで美紅の胸が高鳴り、クスリと笑った彰史の瞳にドキドキしてしまう。

　そんな美紅に、彰史は優しい眼差しを向けていた。

　

　翌朝の父の話から、あの素敵な男性は美紅よりも六歳上で、三嶋彰史という名前と父の部下だという情報だけは入手できた。

　この頃は、美紅の周囲の友人たちには恋人がいたが、美紅だけは恋というものすらまだよく知らなかった。

　彰史から見れば六歳も下である自身のことなんて眼中にないだろう……と、美紅は考えていた。

　それでも、ようやく胸が苦しいほどドキドキした相手と出会えたというのに、なにもできないままなのは切なかった。

　とはいえ、まさか父に『三嶋さんに会わせてほしい』と頼めるはずもなく、美紅がひとめ惚れから始まった想いを募らせていく中で、月日だけが流れていった。

　

　美紅と彰史が再会したのは、それから二年ほどが経った頃のこと。

　突然、父が彰史を連れてきたかと思うと、夕食を共にすることになったのだ。

　父は酔っていなかったし、母も予め夕食をひとり分多く作っていたということは、美紅が知らなかっただけで最初から決まっていたのかもしれない。

　その日は緊張でほとんど話せなかった美紅だったが、どんな理由であっても彰史を連れてきてくれた父に感謝せずにはいられなかった。

　父の口から出るのは、彰史を褒める言葉ばかり。

『若いのによくできる奴だ』『努力を惜しまない』『着眼点が他の社員とは違う』

　この三つは、特に何度も聞かされた。

　そしてその後、彰史のことをとても気に入っていたらしい父が、たびたび彼を連れてくるようになったのだ。

　美紅は、彰史の前ではいつも緊張が先立って上手く話せなかったが、母と一緒にキッチンに立って、夕食やお菓子を振る舞った。

　美紅がひとりで作ったメニューを褒められた日には、思わず叫びたくなるくらい嬉しくて、夜には喜びと興奮のせいでなかなか寝つけなかったほど。

　彰史は、あくまで妹のように可愛がってくれているだけだと、両親も美紅自身もわかってはいた。けれど、美紅の想いは加速していくばかりだった。

　最初はひとめ惚れから始まった恋だったが、彰史の優しさや真っ直ぐな性格、父から聞く彼の仕事ぶりが、美紅の恋心をどんどん膨らませていったのだ。

　抱える想いを秘めたままでいることに限界を感じたのは、美紅が大学卒業間近の頃。

　たまたまふたりきりでコンビニに行くことになった帰り道で、美紅は勇気を振り絞って彰史に想いを打ち明けた。

　人生で初めての告白は、二十二年間で一番緊張した。

「美紅ちゃんとは付き合えない。ごめん……」

　しかし、程なくして返ってきたのは、申し訳なさそうな表情と神妙な声だった。

　美紅には、この恋が実るという確信なんてなかったが、期待していなかったと言えば嘘になるだろう。

　あっさりと突き放されたことに戸惑い、美紅は理由を尋ねることもできなかった。

　その日を境に、再び彰史は美紅の家に姿を見せなくなった。

　

　父にお見合いを持ちかけられたのは、美紅が社会人二年目の五月末のこと。

　社会に出た美紅には、学生の時とはまた違った出会いがたくさんあったが、彰史への想いをずっと引きずっていた。

　お見合いは当然のように断り、父はすんなりと引き下がった。

　ところが、その一ヶ月後に「ちょっとしたパーティーがあるから来なさい」と言われ、指定された着物を纏って連れていかれたのは、特別な日にしか訪れない料亭。

　お見合いだと察して父に憤慨する美紅の前に現れたのが、彰史だった。

「久しぶり、美紅ちゃん」

「どうして三嶋さんがここに……？」

　瞠目して父と彰史を見比べると、父が意味深に微笑んだ。

「お前の見合い相手だよ。お互いの紹介は、今さら必要ないだろう。私と母さんは別室を取ってあるから、これからふたりで食事をしなさい」

　父はそう言い残し、頭を深く下げた彰史と呆然とする美紅を置いて、部屋を出た。

「元気だった？　仕事を頑張っているって、専務から聞いていたよ」

「えっ、あ……はい……」

　あまりに普通に話しかけられ、美紅は困惑していた。

　父に騙されてこの場に連れてこられたことなんて、この際どうでもよかった。

　そんなことよりも、気になることが多過ぎたのだ。

　なぜ、彰史がこの場にいるのか。ここにいるということは、彰史はこれがお見合いだと知っているはずだが、相手が美紅であることは承知しているのか。

　そもそも、なぜ彰史とお見合いすることになったのか……。

　疑問で思考が埋め尽くされた美紅は、複雑なタスクを処理できずに動揺を隠せない。

　けれど、再会した瞬間から高鳴っていた胸は、ずっとドキドキと騒いでいる。

　甘く響く鼓動は、あの頃のまま彰史への想いが褪せていないことを、どんな言葉よりも雄弁に語っていた。

　

「驚いて食事どころじゃないか」

「すみません……」

　先附に手をつけない美紅を見ていた彰史に、美紅は戸惑いを抱えたまま小さく零した。

　疑問をぶつけてもいいのかわからなくて黙っていたが、訊きたいことはたくさんある。

　とにかくひとつでも答えを知りたくて口を開こうとした時、彰史が真っ直ぐな瞳で見つめてきた。

「ずっと、後悔していたんだ……。もう間違えたくないから、単刀直入に伝えさせて」

「え？」

（どういうこと……？）

　独り言のように零された言葉に首を傾げそうになった美紅は、彰史の双眸に吸い込まれるように、彼の瞳と絡んだ視線を止めた。

「増岡美紅さん。俺と結婚してください」

　あの頃と変わらない優しい声で紡がれたのは、信じられないセリフ。

　冷静に考えればありえないと思ったはずだが、この時の美紅は平常心からは程遠かった。

　難しいことは、なにも考えなかった。

　ただ、あの日には手に入らなかった好きな人からプロポーズをされたという事実だけが、美紅の思考を埋め尽くした。

「はい」

　褪せない想いを向けた相手からの申し出を、美紅には断る理由がなかった。

　また会えない日々を過ごすくらいなら、今はただ頷いていたかったから……。

　

　お見合いの場で再会したふたりは、早々にお互いの両親に挨拶を済ませ、父の知人が経営する式場を予約し、入籍までの約四ヶ月間でデートを重ねた。

　憧れていた男性にエスコートされ、大切にされていることを実感して、美紅は幸福感で満たされていた。

　ただ、なぜ告白を断ったのにプロポーズをしてくれたのかと彰史に尋ねた時には、曖昧に笑って煙に巻かれてしまった。

　そして、美紅の中では未だにその疑問だけが残っていた――。

　

　　　＊　＊　＊

　

「美紅、聞いている？」

「えっ？　あ、ごめん……」

　ぼんやりとしていた美紅に、彰史が眉を下げて微笑んだ。

「疲れた？　ゆっくりしたいなら、夕食を外で食べるのはやめようか？」

「ううん、平気だよ！　ちょっと懐かしいことを思い出してただけ」

　懐かしいと言っても、プロポーズをされたのはまだ七ヶ月ほど前のことだ。

　出会った頃のことはともかく、お見合いの日はそう遠くない過去なのに、美紅にとってはそんな気持ちもあった。

「懐かしいことって？」

　美紅は、自身を見下ろす彰史の手を取り、ふふっと笑って見せる。

「秘密。ねぇ、それよりカフェに行きたいな」

「俺には言えないこと？」

「うーん、そういうわけじゃないよ。でも、なんとなくね」

　彰史がプロポーズしてくれた理由を知らなくても、彼が美紅を大切にしてくれていることは知っている。

　始まり方は普通ではなかったかもしれないが、彰史に愛されている実感はあるし、毎日幸せなのは間違いない。

　彰史と釣り合わないかもしれないと悩むこともあるが、彼の優しさに触れているとそれも忘れられた。

「じゃあ、ベッドで吐かせるしかないか」

「もう！　彰史さんってば！」

　また耳元で囁いた彰史に、慌てて周囲を確認してしまう。

「誰も聞いていないよ」

「それでも、こんなところで恥ずかしいよ……」

　頬に熱を感じながら唇を小さく尖らせた美紅を見て、彰史はクスクスと笑っていた。
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　二月に入ると、寒さがいっそう増した。

　美紅は、ピンクベージュのコートがすっかりお気に入りになり、最近ではそればかり着ている。

　彰史も自身の選択に満足しているようで、何度も『似合っている』と言ってくれた。

「美紅さん、お疲れ様。今日こそ、ご飯でも行かない？」

「お疲れ様です。今日は夫が早く帰れるそうなので、ごめんなさい」

「えー、また旦那さんか……」

　パートを終えたあと、身支度を整えて更衣室を出ると、松内に引き止められた。

　どうやら、松内は更衣室の前で美紅を待っていたようで、「つれないなぁ」なんて言いながらも諦めていないように見える。

　美紅の気のせいでなければ、松内はシフトを合わせているようだった。

　美紅が休みの時には松内は遅番になっているのだが、出勤する日は彼のシフトが丸被りなのだ。

「私の中の最優先事項は、夫のこと以外にありませんから」

「美紅さんにそこまで言わせる旦那さんって、どんな人なのか気になるなぁ」

　スタッフルームから裏口に繋がっている廊下には、他に人の姿はない。

　そのせいか、松内の距離がいつにも増して近く思えた。美紅の足は、自然と速くなる。

「写真とかないの？」

「家にはたくさんありますよ」

　本当は、スマホにもデートや結婚式の時に撮った写真がたくさん保存してある。しかし、なんとなく松内に見せる気にはならなかった。

　松内は別に写真が見たかったわけではないのか、「ふーん」と言っただけだった。美紅は、松内の思惑がわからなくて、内心では困惑していた。

「松内さん、駅に行かれますよね？　私はこっちなので」

「このまま真っ直ぐ帰るの？」

「いえ、スーパーに寄ろうかと思ってて……」

　店の裏口から大通りまで歩き、ここで松内と別れるつもりだった美紅だが、彼は今にも美紅についてきそうな雰囲気だった。

「じゃあ、俺もスーパーに寄ろうかな。そろそろビールが切れそうだったし」

　微笑まれて、美紅は戸惑いを浮かべてしまう。

　松内の言葉を疑う気はないが、彼の家はひと駅隣のアパートだと聞いていたし、その近所にはスーパーがあるとも話していたことがある。

　なにも、松内の帰路と反対方向にある店に立ち寄る必要はないだろう。

　とはいえ、邪険にすることもできず、美紅は足を止めたまま曖昧な笑みを零すことしかできなかった。

「美紅？」

　そんな時、唐突に名前を呼ばれて振り返ると、駅の方面から歩いてくる彰史の姿が見えた。

「彰史さん！」

「え？」

　一気に表情が明るくなった美紅は、つられて同じ方向を見た松内の存在を忘れたかのように駆け出す。

「おかえりなさい！」

「ただいま」

「すごく早いね」

「ああ。今日は社外で打ち合わせがあったから、直帰したんだ。この時間だったらまだ美紅が店にいるんじゃないかと思って、こっちから帰ってきたんだが……正解だったな」

　駅から自宅までは、美紅のパート先であるフルールのすぐ傍の道を通るよりも、別のルートの方が近い。

　しかし、彰史が少し遠回りになる道をわざわざ選択してくれたことが嬉しくて、美紅は満面に笑みを浮かべた。

「えっと、美紅さん……。旦那さん、だよね？」

「あっ、ごめんなさい。そうです。夫の彰史さんです」

　美紅は、松内に謝罪の言葉を紡いだが、彼の存在を忘れていたことなんてあまり気に留めていなかった。

　美紅にとっては、彰史が自分を気にかけてくれたことや、彼と早く会えたことで胸がいっぱいだったからだ。

「彰史さん。こちらは、フルールでバイトリーダーをされている松内さんです」

「ああ、彼が松内さんか」

　彰史が頷くと、松内はなぜ美紅の夫が自分を知っているのかと言わんばかりの顔で小首を傾げたが、その疑問はすぐに解けた。

「妻がいつもお世話になっています。妻から、フルールでの仕事はほとんどあなたに教わったと聞いています」

「あ、そうですか」

　松内は、彰史の言葉に面食らっているようだった。

「美紅さん、俺のこと話してたんだ」

「はい。彰史さんには、よくフルールのことを話すので」

「なーんだ……」

　一点の曇りもない眼差しを向けられ、松内はため息をついた。

　美紅が松内のことを彰史に話していたということは、まったくもって松内が眼中にないからだろう。少しでも疚しい気持ちがあれば、わざわざ話したりはしないはずだ。

「美紅さん、本当に旦那さんのことしか見えてないんだね」

「なんですか、急に」

　松内の言葉は図星だったが、彰史の前でそれを言われてしまったことに、美紅は顔が赤くなりそうだった。

　松内は苦笑を零し、彰史に視線を遣った。彰史も松内を見ていたため、自然とふたりの視線がぶつかる。

　カジュアルな服装の松内とは違い、彰史は仕立てのいいダークネイビーのスーツを着こなし、洗練された雰囲気を醸し出していた。

　程なくして、松内は「本当に脈ナシか」と呟いた。

「え？」

「俺、帰りますね」

　さっきとは言っていることが違う松内に、美紅がきょとんとする。

　松内は困ったように微笑むと、美紅の隣にいる彰史を一瞥してから口を開いた。

「美紅さんとは来月のシフトはほとんど被らないけど、残り一ヶ月間もよろしくね。それから、今度の送別会は出てくれると嬉しいな」

「あ、はい。それは出席しますけど……」

　来月のシフトはまだ出ていないのに、松内はまるで確信しているかのように言った。

　美紅はそれを疑問に思いながらも、松内の送別会には出席することを伝える。

　松内の態度に困惑したことはあっても、フルールで一番お世話になったのは彼だからだ。

「じゃあ、俺はこれで失礼します」

　疑問を抱いたままの美紅を余所に、松内は彰史に会釈をしてから立ち去った。

　

「彼、いい男だな」

　美紅も彰史と帰路に就き、立ち寄ったスーパーで夕食用の挽き肉を物色していると、彼がそんなことを口にした。

「え？　あ、まぁモテるみたいだけど……」

　さっきまでは他愛のない話をしていたのに、なんの脈絡もなく松内の話題を振られ、美紅は不思議に思いながらも頷いた。

　しかし、その表情からは、あまり松内に興味を示していないことがわかる。

「美紅は、彼に言い寄られていたのか」

「言い寄られてたわけじゃ……」

　確かに、松内にはよく声をかけられていたという自覚はあるが、核心的な言葉を言われたわけではない。

「でも、少しくらいは心当たりがあるんだろう」

　彰史は苦笑を零し、ため息をついた。

「あの……松内さんとはなにもないよ？」

「それはわかっているよ」

　誤解されたくなくて彰史を真っ直ぐ見て告げた美紅だったが、特に気にしていないと言わんばかりに微笑む彼に、唇を尖らせたくなった。

　信頼してくれているというのはわかるものの、たまには少しくらい嫉妬を見せてほしい。

　こういう時、彰史は自分よりもずっと大人で、美紅は彼には絶対に敵わないという気持ちにさせられる。

　それが、なんだか悔しかった。

「今日は、ハンバーグ？」

「残念。ロールキャベツだよ」

　買い物カゴの中を覗いた彰史に、美紅はクスリと笑う。

　意外にも、彰史はハンバーグや唐揚げといった、子どもが好きなメニューが好物なのだ。

「ハンバーグがいい？」

「いや、美紅のロールキャベツは好きだから嬉しい」

　さっきの悔しさとあいまって、美紅は珍しく意地悪な笑みを返したが、彰史はすぐに首を横に振った。

　こうして当たり前のように言葉にしてくれる彰史は、やっぱり大人に見える。

「それに、ロールキャベツは美紅が初めてひとりで作って、俺に振る舞ってくれた思い出のメニューだからね」

　破顔した彰史に、美紅は目を大きく見開いた。

　美紅が彰史にロールキャベツを振る舞ったのは、まだ大学二年の頃。

　彰史に出す料理はいつも母と一緒に作っていたが、初めてすべてひとりで作り、緊張しながら彰史に出した。

　そして、それを口にした彰史は、『とてもおいしい』と褒めてくれたのだ。

　美紅にしてみれば心に羽が生えたように嬉しかった出来事だが、彰史にとってはきっと取り留めもないようなこと。

　けれど、彰史がそれを覚えてくれていたことが嬉しく、同時に驚きを隠せなかった。

「そんなこと、覚えてくれてたの？」

「忘れたりしないよ」

　ふわりと甘い笑みを向けられ、ここがスーパーだということも忘れて彰史に飛びつきそうになる。

　それができない代わりに、美紅は「ありがとう」と破顔して彰史の手に自身の手を絡め、今夜のロールキャベツはいつも以上に腕によりをかけようと決めた。

　

　　　＊　＊　＊

　

「えぇっ！　まだ使ってないの!?」

　二月も終わりを迎える頃、麻紀はピザ専門店で声を上げた。

「ちょっと、麻紀！　声が大きいよ！」

　ランチタイムの今は主婦層を中心に、この近くの会社のサラリーマンなのかスーツ姿の男性客も多く、美紅は彼らの視線を浴びたことにギョッとした。

　内容が内容なだけに、誰にも聞かれたくはない。

「だって、美紅が『まだあのランジェリーを使ってない』なんて言うから」

「つ、使うタイミングがなかったっていうか……」

「ないわけないでしょ！　どうせ直前で怖気づいて、そのまま使うタイミングを失くしただけなんじゃないの？」

「うっ……それは……」

　図星を突かれて言葉に詰まった美紅に、麻紀が呆れ混じりの眼差しを向けた。ついでにこれ見よがしにため息をつかれ、美紅は小さくなってしまう。

「別に強制はしないけどさ、せっかく見立ててあげたのに……」

「ごめん……」

　麻紀は、ピザを咀嚼しながら眉を寄せている。怒っているわけではないとわかるが、がっかりしているように見えた。

「報告、楽しみにしてたんだよ」

　つまらなさそうな麻紀の視線を、美紅は笑って躱そうとする。

　しかし、麻紀は「ちゃんと使ってよね」と付け足した。

「あ、ピザが焼き上がったみたいだよ！　取りに行かない？」

　ビュッフェ形式ということもあり、次から次へと焼きたてのピザが運ばれてくる。

　種類も豊富なため、麻紀は店に着いた時には『全制覇したい！』と意気込んでいたはずだったのだが、今は焼き上がったばかりのピザには見向きもしなかった。

「ピザはまたあとでね。それより、美紅の話が先だよ」

「だから、本当に使うタイミングがなかっただけなんだって」

「じゃあ、今夜にでも使えるよね」

「えっ……」

「タイミングは、自分で作るものだよ！　美紅、彰史さんにもっと求めてほしいんでしょ？　だったら、受け身でいるんじゃなくて、自分からも積極的にいかなきゃ！」

　ビシッと言い切った麻紀に、美紅は視線を泳がせてしまった。

　彰史が初めての相手だったことはもちろん、初恋も彼である美紅には、男性を誘惑する方法なんてわからない。

「どうすればいいのか、わからないもん……」

「だから、あのランジェリーを使うの！」

「でも、恥ずかしいよ……」

「今さら、なに恥ずかしがってるの！」

「だって、あんなの着たら、はしたないって思われて、嫌われちゃうかもしれないし」

「それくらいで嫌われるなら、どうせそのうち離婚するんじゃない？　それより、彰史さんがセクシーな美女に言い寄られてたらどうするの！」

　いくらなんでもその言い草はないと思う美紅だが、彰史がモテないわけがないのは誰よりもわかっているつもりだ。

　セクシーな美女の存在は麻紀の想像だとしても、怖気づいている場合ではない。

「大丈夫！　美紅があれを着てベッドに行けば、あとは彰史さんがリードしてくれるよ」

　麻紀は、彰史とはまだ一度しか会ったことがないはずなのだが、まるで彼のことをよく知っているかのように力強く言い切った。

「麻紀って、彰史さんと一回しか会ったことないよね？　どうして言い切れるの？」

「男の人って、ちょっと下着を変えるだけで喜んでくれるよ。彰史さんは、いつもリードしてくれるみたいだし、美紅がセクシーな格好でおねだりすれば上手くやってくれるでしょ」

　恐らく、麻紀の言う通りではあるだろう。

　彰史に引かれてしまわないかという不安はあるものの、彼ならきっと上手く導いてくれるはずだ。

「引かれないかなぁ……」

「大丈夫だって！」

　不安を消せない美紅に反し、麻紀は明るい口調で「賭けてもいいよ」とまで言った。

　その自信はどこから来るのかと疑問だったが、彰史が嫉妬する姿や余裕のないところを見たことがない美紅は、少しだけ興味があった。

（彰史さんでも、理性を失くしたりするのかな？）

　ふと過った思考が、美紅の好奇心をくすぐる。

　まだ抵抗はあるものの、美紅は彰史がどんな顔をするのか見てみたいと思った。

「それに、エッチだって大切なコミュニケーションなんだから、思うことがあればちゃんと言った方がいいよ。触れにくい話題かもしれないけど、変なことじゃないんだからね？」

「うん……。やっぱり、ちゃんと頑張ってみる」

「そうこなきゃ！　じゃあ、そんな美紅にプレゼント！」

　嬉々とした顔つきで小さな紙袋を差し出してきた麻紀に、「なにこれ？」と首を傾げれば、彼女は「お守りみたいなものかな」と答えた。

「美紅のことだから、ランジェリーを使ってない気がしてたんだよね。その時には渡そうって決めてたんだ」

「それ、答えになってないよ」

　紙袋の中には、赤いラッピングバッグに包まれたものが入っていて、その中身までは見ることができない。

「あ、ここで開けないでね」

　それを取り出すと、麻紀が美紅を制するように苦笑した。

「え、どうして？　なんだか怖いんだけど」

「別に、怖いものじゃないよ。まぁ、どうしても勇気が出なかったら、彰史さんに渡してみれば？」

　最後まで言葉を濁していた麻紀は、笑顔で立ち上がった。

「ほら、ピザを取りに行こう！　まだまだ食べるよ！」

「えっ、ちょっと待ってよ……！」

　結局、プレゼントの内容はわからないまま、慌てて麻紀の後を追う。

　麻紀はプレートいっぱいにピザを載せていき、宣言通り全種類制覇する勢いだった――。

　

　帰宅後、美紅は急いで夕食の支度を済ませ、疲労を感じながらソファーに腰を下ろした。

　ようやくひと息つけたことに、ホッとする。

　ランチのあとは麻紀とショッピングに繰り出し、メイク用品とコーヒー豆を購入した。

　ふたりで新製品のコスメを試すのはとても楽しく、彰史が最近気に入っているコーヒー豆も購入できて充実した一日になったが、歩き回ったせいでクタクタだ。

（あ、そういえば……麻紀からのプレゼントって、なんだったのかな？）

　予定よりも帰宅時間が遅くなったため、美紅は自室にバッグと紙袋を置き、すぐに夕食の支度に取りかかった。そのせいで、まだプレゼントを見ていない。

　エプロンを着けたまま紙袋を取りに行き、再びリビングのソファーに座ってラッピングバッグのリボンを解いた。

　その手で箱を取り出した美紅は、目を見開いて固まってしまった。

　ピンク色の箱の表面は透明なパッケージになっていて、中身が丸見えになっている。

　可愛い文字で『大人のおもちゃ』と表記され、明らかに普通のおもちゃではないものが入っていた。

　実物を見たのはこれが初めてだったが、多少の知識くらいはある美紅は絶句したまま、しばらくローターと睨めっこしてしまった。

（ど、どうしよう……）

　ランジェリーを身に着ける覚悟はしたが、まさかこんなものを彰史に渡せるはずがない。

　いくらなんでも、さすがに引かれてしまうに違いない。

　パニックになりそうになりながらも自室に隠そうと考えた時、ちょうど玄関の鍵が開く音がした。

（嘘!?　彰史さん、もう帰ってきたの!?）

　いつも帰宅前にメッセージをくれる彰史だが、美紅は帰ってきてからずっと慌ただしく動いていたせいで、スマホを確認していなかった。

　自分がメッセージに気づいていないだけだというのはすぐにわかったが、それよりも今はこの箱をどこに隠せばいいのかと周囲を見渡した。

　廊下を歩いてくる足音が聞こえ、自室に隠しに行くことは不可能だと悟る。

「やだっ……」

（こんなの見られたら、絶対に幻滅されちゃう……！）

　泣きそうになった美紅は、近づいてくる足音に追い詰められたせいで、咄嗟にソファーに並べてあるふたつのクッションの下に箱を押し込んだ。

「ただいま」

「お、おかえりなさい……っ！」

　必死に平静を装って笑顔を繕ったが、美紅の視線は今にも泳いでしまいそうだった。

「どうかした？」

「ううん、なにもないよ！」

　クッションの下が気になって思わず目を向けたが、慌ててそれをごまかすように「すぐにご飯にするね」と明るく言った。

「じゃあ、手を洗ってくるよ」

　彰史はリビングから出ていったが、自室に行くには洗面台に向かった彼と鉢合わせる可能性がある。

　ここに隠しておくのは気が気じゃなかったものの、悩む暇もなく彰史が戻ってきてしまい、美紅はなす術もなくキッチンに行くしかなかった。







六








　お風呂から上がった美紅は、ほんのりと上気した肌にボディーミルクを塗り込んだ。お気に入りのブランドのバニラの香りが漂い、鼻先をくすぐってくる。

（大丈夫……！　とにかく、このランジェリーを着て寝室に行けばいいだけなんだから）

　麻紀と買いに行った淡いパープルのベビードールを身に纏えば、可愛らしい雰囲気のデザインとは裏腹に、美紅の瞳には淫靡な自身の姿が鏡に映った。

　レースで覆われた谷間の部分でリボンが結んである胸元は、乳頭が透けてしっかり見えている上、シースルーの生地はまったく肌を隠してくれていない。

　麻紀のアドバイス通り、美紅はブラを着けていないが、これなら裸の方がいやらしくないような気がする。

　前面に同色のレースが施された華やかなデザインのショーツは、両サイドの紐を結んでいてもなんだか心許ない。

　Ｔバックを穿いたのが初めての美紅は、まろみを帯びたお尻の割れ目に隠れてしまう下着に、体温が上昇していくのを感じた。

（みんな、こんなセクシーな下着で勝負してるの……？）

　〝勝負下着〟という言葉は知っているが、試着しただけの時と身に纏ってじっくり見た今とでは、ギャップが大き過ぎる。

　試着をした時には、隅々まで見る余裕はなかったこともあり、美紅は不安になった。

　ただ、麻紀が働くブランドは、こういった系統のランジェリーの取り扱いが多い。

　もちろん普通のデザインの下着も置いてあり、それらは美紅も何着か持っているが、自分が知らないだけで世間ではセクシーなランジェリーも需要はあるのだろう。

　ゆっくりと息を吐き、覚悟を決める。

　何度も怖気づきそうになっていたが、心の片隅で燻ったままの好奇心はまだ健在だ。

　美紅は、廊下に彰史の姿がないことを確認してから、静かに足を踏み出した。

　

　リビングの手前にある寝室のドアから顔を覗かせると、いつものようにタブレット端末を手にした彰史が顔を上げ、不思議そうに美紅の方を見た。

　ドアで美紅の身体は隠れており、彰史には美紅の顔しか見えていないため、彼は「どうした？」と首を傾げている。

「あのね……」

「うん？」

「絶対に嫌わないでね……？」

「ん？」

　ますます怪訝な顔をした彰史を前に、美紅は今にも心臓が飛び出しそうなほどの緊張を抱えながら、おずおずと寝室の中に入った。

　その瞬間、彰史が言葉を失くしたように瞠目した。

　緊張からか羞恥のせいか、ベッドまでのわずかな距離を歩いていく間に、美紅の息が上がり始める。

　ひんやりとした空気を纏った肌は、湯船で温めたことを忘れたかのように冷たくなっていたが、寒さを感じないほどに身体の芯が火照っている。

「そのランジェリー、どうしたの？」

　美紅を見つめたまま、ヘッドボードにタブレットを置いた彰史がうっすらと微笑んだ。

　その瞳は危うい雰囲気を纏い、彰史がどう思っているのかわからない。それでも、引かれている様子がないことに、美紅は少しだけホッとした。

「麻紀と、買いに行って……」

　鏡で確認したばかりの艶かしい姿を彰史の眼前にさらしていると思うと、美紅は声が弱々しくなりそうだった。

　思わず足を止めれば、彰史が瞳を緩める。

「俺の前でそれを着ることを想像しながら選んだ？」

　美紅が無言のまま頷けば、彰史の口元がゆっくりと綻んだ。

「……そうか。そんないやらしい格好で俺に抱かれることを想像したのか」

「……っ」

　スッと眇めた目に射られた美紅は、つい喉を鳴らしてしまった。

「おいで」

　半身を起こしていた彰史が、上掛けを外してベッドに腰かける。

　美紅は、興奮を隠せないと言わんばかりに甘い吐息を漏らすと、差し出された手に引き寄せられるように足を踏み出し、震えそうな歩調で彰史のもとに行った。

「近くで見ると、ますますいやらしいね」

「……っ、あの、っ……今日は電気を消さない？」

「だめ。隅々まで見せて」

　きっぱりとした拒否に、美紅の眉が頼りげなく下がる。

　彰史と対面する美紅は、彼の脚の間に挟まれながら腰に腕を回された。

「美紅がこういうのを着るとは思わなかった」

「……幻滅しちゃった？」

「まさか」

　美紅の言葉にふっと笑みを零した彰史は、うっとりとしたような瞳で美紅を見上げた。

「嬉しいよ」

　素直に喜びを伝えてくれたことに、美紅は胸を撫で下ろした。

　嫌われてしまうかもしれないという心配は、もうしなくてもいいとわかり、安堵感が広がっていく。

「んっ……」

　羽が触れるように腰の辺りをくすぐられ、美紅が小さく震える。

「彰史さんと……もっとたくさん気持ちよくなりたくて……」

「うん。それで？」

「あのね……」

　今夜の情事に対する想像で思考が埋め尽くされていく美紅は、艶を帯びた吐息を漏らしながら唇をそっと動かした。

「今日は……私にもさせて？」

　直後、彰史が唇の端を持ち上げた。

　

　カーテンを閉め切った寝室は、明るく照らされているのとは裏腹に、淫猥な空気をひっそりと纏っている。

　相変わらず腰やウエスト部分をそっと撫でてくるだけの彰史の瞳は、いつにも増して嬉々としているように見えた。

「ここ、もうこんなに主張しているね」

「ぁ……っ」

　ベビードールの薄い布を押し上げている、ツンと尖った蕾。それを骨張った指先でくすぐられて、美紅は震える吐息を零した。

「あんっ……」

　そのままキュッとつまみ上げられ、甘く密やかな刺激が与えられると、腰が疼いて蜜壺が戦慄いた。

「これを着て、どんなことをされる想像をしたの？」

　ふわりと微笑んだ彰史の顔つきはいつも通り柔和なのに、目だけは鋭く真剣だ。

「ん、っ……いっぱい気持ちよくさせられちゃうかな、って……」

「それから？」

「あのね……いつも私ばかり気持ちよくなっちゃうけど、彰史さんにも理性を失うくらい夢中になってほしい……」

　喉を鳴らして答えた美紅に、彰史の表情から柔らかさが消えていく。

「私だって、彰史さんにたくさん触れたい……」

「ああ、他には？　まだなにかあるなら、隠さずに全部言って？」

　消え入りそうな声で本音を紡いだ美紅に、彰史の眼光が鋭さを増した。

「彰史さんとしか経験がないのに……最近はもっとたくさんしたい、って思ってるの……」

　美紅は、羞恥に塗れた表情で彰史を見つめ、悩ましげに吐息を零しながら眉を寄せた。

　たどたどしくも必死に訴える美紅に対し、彰史は愛おしさを隠すことのない眼差しを向けたあと、情熱と妖艶さを混在させたような微笑みを浮かべた。

「そんなことを考えていたのか」

「いやらしくて、ごめんなさい……。あの……嫌いにならないでね？」

　疚しさを咎められた時のような後ろめたい気持ちになり、美紅は咄嗟に謝罪を零したが、彰史はクスリと笑った。

「さっきも言ったが、嫌いになんてなるわけがない」

　彰史は、美紅の手を優しく引いて跪かせ、耳元に顔を寄せる。そして、吐息を吹きかけるように囁いた。

「可愛くていやらしくて、ますます夢中になってしまうくらいなのに」

　甘い愛のセリフは、艶かしい雰囲気を纏って美紅の鼓膜をくすぐった。

　鼓動を高鳴らせた美紅が、ゆっくりと顔を上げる。

　彰史と視線がぶつかり、彼の顔が近づいてきたかと思うと、唇が重なった。

　そっと触れ合った唇が離れ、間を置かずにキスが降ってくる。

　柔らかな感触を確かめ合うように食まれ、舐めるようにこすり合わせられれば、それだけで美紅の下肢が甘美な疼きを覚えた。

「ん、ッ……はぁ……」

　舌が搦めば吐息が零れ、呼吸が乱れていく。

　彰史は満足げな笑みを見せ、美紅の歯列や上顎をゆっくりと舐め上げた。

　美紅は苦しげに眉を寄せながらも、淫らなくちづけに期待で胸を膨らませていた。

　キスにうっとりと陶酔し、このまま彰史に身を委ねてしまいたいと思う。

　一方で、今夜の目的を忘れずにいた思考が、誘惑に堕ちることを許してくれなかった。

「は、ンッ……あきふみさ、っ……！」

　涙混じりに彰史の両肩を押し、美紅が彼を見つめて口を開く。

「待って……このままだと、すぐに気持ちよくなっちゃう……。だから、今日は先に私にさせて……」

「今夜は、やけに積極的だね」

「だって……彰史さんに飽きられたくないの……」

　彰史はわずかに目を見開いたあとで、ふっと笑みを零した。

「じゃあ、美紅がやりたいようにしていいよ」

「えっ……」

　彰史の言葉に、美紅は困惑した顔で視線を泳がせてしまう。

　奉仕を申し出たのは自分自身だが、そもそも美紅には彰史を悦ばせる術がわからない。

　なんとなくの知識は少しくらいならあるものの、どうすればいいのかとためらいを浮かべた。

「でも……」

「難しいことは考えなくていい。美紅の好きなように触れていいから、やりたいようにしてごらん」

　低い声に反し、美紅を見下ろす瞳は柔らかな弧を描いている。

「じゃあ……触れるね？」

　美紅は、その笑みに背中を押されるように小さく頷き、膝立ちのまま彰史のパジャマにそっと手を伸ばした。

　緊張に満ちた指先で、ボタンを外していく。

　いつもは受け身でいる美紅にとって、彰史がなにもせずに視線だけ注いでくる状況というのは、なんとも言えない羞恥と緊張感に包まれてしまう。

　その瞳から逃れるように、美紅は身体を伸ばして彰史の首筋に顔を寄せ、チュッとくちづけた。

　滑らかな首から喉仏にまで、そっと滑らせた唇でキスをしていく。

　彰史の呼吸に合わせて小さく動く身体の反応を見ながら、鎖骨にも唇を落とした。

　どうすれば気持ちよくなってもらえるのかは、まだよくわからない。

　だからこそ、美紅は彰史から愛撫を与えられている時のことを反芻し、同じように触れていくことにした。

　もちろん、その記憶にすら欲情したことは隠して……。

「美紅、すごく緊張しているね」

　彰史の指摘には答えずに、美紅は赤い舌を伸ばして彼の鎖骨周辺を舐め、はだけさせた胸元に手を差し込んだ。

　硬い質感を持つ胸板の感覚がダイレクトに伝わり、彰史の心音を感じた。脈打つその鼓動は、心なしか少し速いような気がする。

　美紅は、たいして触れられていない自身の身体が熱を持ち、ひどく欲情していることを自覚しているせいか、彰史に触れているだけで息が震えてしまいそうだった。

　それをごまかすように、彰史の肌に寄せたままの唇を下へと持っていく。

　胸元で遊ばせていた手を止め、数秒の間も置かずに突起を指先でいじり始めた。

　直後、頭上から落ちてきたのは、息を嚙み殺すような音。微かではあったが、自身の手によって彰史が反応を見せたことに、美紅は気づいた。

　いつも自分がしてもらっているように、指先で刺激を送り込む。どんどん硬さを増す蕾に、男性でもこんな反応を見せるのかと少しだけ驚いていた。

　もっと刺激を与えたくて、そこに舌を滑らせる。

　けれど、彰史は大きな反応を見せることはなく、美紅が彼の顔を見上げてみても感情が読み取れなかった。

（彰史さん、ここは気持ちよくないのかな……）

　舐めながら軽く歯を立ててみるが、彰史は声ひとつ漏らさない。美紅がここを愛撫された時はいつも、声を我慢できなくなるくらいなのに……。

　上目遣いで彰史を観察しているが、変化していく身体とは裏腹に彼の表情はまだ冷静なように見える。

　瞳だけは熱を帯びているが、余裕がありそうなのは明らかだった。

　美紅は、不安を抱きながらもさらに手と唇を下ろしていき、お腹に触れたまま臍周りにキスをした。

　割れた腹筋が呼吸に合わせて上下しているだけで、なんとも色っぽい。

　美紅のものとは違って硬いそこは、無駄な脂肪なんてまったくない。

　ふと視線を下ろせば、彰史の陰茎がパジャマのスラックスを押し上げていた。

　まだはっきりと主張しているわけではないが、布越しでも形が変わっているのがわかる。

（あれ……もしかして……）

　恐る恐る手を伸ばして彰史の下肢に触れてみれば、彼の欲望はすでに半分ほど勃ち上がっていた。

「……っ」

　刹那、彰史がそっと息を嚙み殺した。

「嬉しい……。彰史さんも、興奮してくれてるんだね」

「愛する妻が、こんなに可愛くていやらしい姿で触れてくるんだ……。興奮しない方がおかしいよ」

　漏らされた吐息が、美紅の頭頂部をふんわりと撫でる。

　自身の愛撫で感じてくれていることにも、さりげなく零された甘い言葉にも、胸がキュンと震えた。

「あの……脱がせてもいい？」

　喉を小さく鳴らした美紅に、彰史がうっすらと微笑む。

　程なくして無言で頷かれた時、その瞳が情欲に塗れていることに気づいた。

　美紅が彰史のスラックスを押し下げようとすると、彼が腰を軽く浮かせた。

　ボクサーパンツ越しの陰茎が、美紅の眼前にさらされる。

　美紅は頬が熱を持つのを感じ、思わず視線を逸らしてしまいそうになったが、息を微かに吐いてから彰史のものをゆっくりと撫でた。

「くっ……」

　硬くなり切っていなかった膨らみが、グッと上を向く。ほんのわずかな変化だったが、美紅はすぐに反応を見せてくれたことが嬉しかった。

　しかし、当然のことながら美紅には口淫の経験などなく、彰史の肉棒を撫でたままの手をどうすればいいのかわからない。

「美紅」

　不意に、ためらいがちに触れていた美紅の頭上から、彰史の声が降ってきた。

　おずおずと顔を上げれば、彰史が美紅を見下ろしていた。

「それも脱がせて。そうしたら、直接触って」

「……うん」

　的確な指示を出してもらえたことに安堵したのも束の間、これから彰史のボクサーパンツまで脱がせなくてはいけないという事実に、胸がドキドキと騒いだ。

　ここまでしておいて今さらかもしれないが、美紅にとって最後の砦を奪うにはまだ勇気が必要だった。

　小さな深呼吸をして、ボクサーパンツのウエスト部分に手をかける。

　ほんの少し下げれば、下生えとともに丸みを帯びた先端が顔を覗かせた。

「視線は逸らさないで。今夜は、奉仕してくれるんだろう？」

　彰史の意地悪な声色に羞恥は大きくなったが、言われた通りに外しかけた視線を留める。

　ひと思いに下着を脱がせれば、反り返った肉棒が姿を現した。

　今にも下腹部についてしまいそうな陰茎は、黒々としていて獰猛ささえ感じさせる。

　けれど、これが愛する人の身体の一部だと思うと、不思議と愛おしくなった。

「あの……彰史さん……。ここから、どうすれば……」

　なんとなくの知識で触れるのは、少しだけ不安だった。そんな気持ちで再び彰史を見上げれば、彼が「じゃあ、言う通りにして」と唇の端を上げた。

「まずは、手でこすって。上下に動かすんだ」

　無言で頷いて、両手で彰史の硬くなったものを包み込む。

　両手を使うのが正解だったのかはわからないが、美紅はゆっくりと手を上下に動かし始めた。

　硬くなった棒はビクビクと脈打ち、体温が上昇した美紅の手のひらよりも熱かった。

　その熱の塊がこのあと自分の胎内を埋め尽くすのだと想像し、甘い吐息が漏れてしまう。

「……っ、ハッ……。もう少し、速く動かして」

　快感をこらえるような彰史の吐息混じりの指示を受け、美紅はその通りにして見せる。

　彰史が息を小さく詰めるたび、美紅の子宮が甘い疼きを膨らませていった。

「片手でこすったまま、もっと下も触って」

　右手はそのままにして左手を下ろせば、硬く反り勃ったものとは正反対の、柔らかい感触に辿り着いた。

　その袋状のものを手のひらで優しく触れてみると、中でころんとしたものが動く。

「はっ、っ……くっ……」

　男性の性感帯なんて知らない美紅だが、彰史の熱のこもった吐息と眼差しを見れば、そこが彼に快楽を与えることくらいは察した。

「ここ、気持ちいいの？」

「……ああ」

　彰史からはなにもされていないのに、美紅は全身の感覚が研ぎ澄まされていくような、どこか不思議な感じがしていた。

　興奮を覚えて、自然と手が速くなっていく。彰史にもっと感じてほしいという思いが強くなり、彼の指示も待たずにそっと唇を寄せる。

「ぅ、はぁっ……」

　突然、美紅の唇がぷっくりとした先端に触れ、彰史は思わず小さな声を漏らした。

　窪みにキスをした美紅は、裏筋に沿ってゆっくりと唇を滑らせていき、左手で触れたままの袋の部分にもくちづけてから、上へと戻っていった。

　この行為が正しいのかは、彰史の表情を確認すればわかった。

「今日は、本当に積極的だね」

　細めた瞳で美紅を見つめる彰史は、満足そうに口元を綻ばせている。

「これでいいの？」

「ああ、そのまま舐めて」

　美紅は無言で首を縦に振って、雄芯に舌を伸ばした。

　舌先でペロペロと舐めたかと思うと、舌全体をねっとりと纏わりつかせてみる。

　滲み始めた雫が舌に触れれば少し苦いような気もしたが、たいして気にならなかった。

　それよりも、美紅の動きに熱い息を吐いたり悩ましげな声を漏らしたりする彰史の反応に、美紅はひどく興奮していた。

「美紅、咥えられる？」

「んっ……」

　返事をする代わりにわずかに視線を動かしたあと、大きく硬く反り返っている楔を口の中に迎え入れる。

　見た目以上に質量があり、小さな口には収まり切らないように思えたが、美紅はいじらしいほど必死に咥え込んだ。

「……っ、ン、ッ、んく……」

　彰史はうっとりとしたように息を吐き、美紅の唇の端からは唾液が零れていく。

「……大丈夫か？」

　美紅は苦しさに涙を浮かべそうになっているものの、彰史の問いにゆっくりと瞬きをして、大丈夫だと伝えた。

　油断すれば今にもえづいてしまいそうだが、彰史にもっと深く感じてほしいという一心で、このまま続けることを決めていた。

「じゃあ、頭をゆっくり上下させて。でも、無理はしなくていい」

　彰史の優しさに、美紅は胸を高鳴らせた。

　同時に、どんな時も思いやってくれる彰史には、やっぱりもっとたくさん悦んでほしいと思う。

「ん、っ、ン……くっ、んっ、っ……！」

　手で触れていた時よりもずっと、彰史の脈動が伝わってきて、美紅は必死に頭を上下させた。

　熱のこもった息を吐きかけられるたびに興奮していく身体は、恐らくもう彰史を受け入れる準備ができている。

　布の少ないショーツの隙間からは、美紅の蜜が垂れていた。

　我慢できなくなりそうな気持ちを隠し、美紅は裏筋に舌を纏わりつかせるようにしながら、ゆっくりと頭を動かした。

　早く達してほしいと思う反面、自分がいつもされているように焦らしてみたくもなる。

　少し考えた末、頬張っていた雄芯を口腔から抜き、再び舌でじっくりと舐め上げた。

　同時に手でこすってみれば、彰史の呼吸にはどんどん快感が混じっていく。

　先端を舌先でいじったり、ぷっくりとした丸い部分だけを口に含んで吸い上げてみたりと、美紅は好奇心のままに奉仕を続けている。

　もどかしさを植えつけたくて、あえて指先だけで触れたりもした。

　美紅には上手く緩急をつけるほどの技術はなくとも、彰史にとっては淫靡な美紅の姿が視覚を楽しませ、彼の劣情を膨らませることになった。

「こら……。どこでそんなことを覚えた？」

　眉を寄せた彰史の表情は扇情的で、うっとりとしてしまう。

　自分の手で彰史の快楽をコントロールできているのかもしれないと思うと、美紅はひどく興奮した。

「彰史さんの真似だよ？　だって、彰史さんはいつも焦らすでしょ？」

　そのせいか、妖艶な笑みを携え、らしくない意地悪な物言いすらできた。

「あとでそのセリフを忘れるなよ？」

　意味深な笑みに、美紅の身体の芯は激しく疼き、胸の奥は期待で満ちた。

　美紅はそれをごまかすように、硬く反り勃った楔の先端に優しく息を吹きかけてから、再び彰史の欲望を咥えた。

「美紅……っ」

　上半身を屈めて手を伸ばしてきた彰史が、美紅の背中を撫でた。

　もう片方の手が柔らかな胸の頂点をかすめ、美紅は腰を戦慄かせてしまう。

　思わず離しそうだった口はなんとか留めたが、轟いた蜜壺からはさらに雫が零れた。

「ァ、っ、く……ッ、んくっ……っ」

　喘ぎ声と苦しさの混じったくぐもった声が、唇の隙間から漏れる。

　彰史は、乳頭を撫でる手はそのままに、美紅の左耳をそっとこすり、髪に手を差し込んだ。

　口淫に集中したいのに、敏感な先端をいじる指先が邪魔をする。

　けれど、動きが緩慢になってしまうと、たしなめるように髪に差し込まれた手が愛撫を求めてくる。

　勃ち上がった蕾は、彰史にいじくり回されるたびに甘い痺れを運び、美紅の身体に淡い快感ともどかしさを植えつけていく。

　もっと触れてほしくなってしまい、美紅は無意識のうちに喉の奥をすぼめるようにしながら必死で奉仕をした。

「くっ！　美紅……っ！」

　ビクンと大きく膨らんだ怒張が、限界を伝えてくる。

　もとより彰史の精を受け入れるつもりだった美紅は、口腔全体で陰茎をちゅうっと強く吸い上げた。

「うっ……あぁっ……！」

　刹那、彰史はぶるりと身体を震わせながら欲望を吐き出し、美紅の喉奥にそれを叩きつけた。

　口いっぱいに彰史の体液が流し込まれ、感じたことのない苦みが広がっていった。

　美紅は苦しげに表情を歪めたが、おもむろに喉を上下させる。

　そして、何度かに分けてすべて嚥下したあと、唇の端から白濁した精を零しながら、うっとりとしたように微笑んだ。

「……飲んだのか」

「ん……。ちょっと苦いけど、彰史さんのだから大丈夫だよ」

　ベッドサイドのチェストの上に置いてあったペットボトルを差し出され、美紅はそれを受け取って喉を潤した。

　彰史は困り顔で微笑んでいたが、どこか幸せを感じているような顔つきだった。







七








「じゃあ、今度は俺の番だ」

　彰史は、形勢逆転と言わんばかりに笑うと、美紅を立ち上がらせて腕を引き、ベッドに縫いつけた。

　視界いっぱいに彰史の顔があることに胸を高鳴らせた美紅を余所に、彰史は迷いなく美紅の秘所に手を伸ばし、秘裂をなぞった。

「あんっ……」

「ああ、やっぱり……。すごいことになっているね」

　うっすらと瞳を緩めた彰史は、美紅の蜜口や陰唇をくすぐるようにいじりながら嬉々とした声を零した。

　Ｔバックになっているショーツは、秘部を隠せているのかも危うく、彰史の指を簡単に濡らしていく。

「俺のものを舐めながら濡らしていたのか」

「はぁ、んっ……ァ、ッ」

　クチュクチュと音を響かせるように触れられ、美紅は素直に頷きながら羞恥に包まれた。

　今日はまだ、ほとんどなにもされていない。

　寝室に足を踏み入れてからずっと、彰史に奉仕をしていたのに……。愛する人の前では従順で淫靡になる身体は、その間に彼を受け入れる準備をしていた。

　クロッチ部分は安易に暴ける仕組みであることが、なんだか皮肉にも思えてくる。

　けれど、ひとたび紐をずらされて蜜壺に指を埋め込まれれば、柔襞は悦びを表すように戦慄いた。

「んあっ……ああぁっ！」

「もうグズグズだ。熱くてとろけそうだよ」

　彰史は、美紅の耳元で意地悪く囁き、二本の指をバラバラに動かした。

　収縮する内部をかき分けるようにこすられ、指を回すようにしながら解されたかと思えば、肉壁を押し返すように奥に進んでくる。

　美紅の意思なんて関係なく轟く膣内が、彰史の指を必死に締めつけていた。

「こっちも、もう勃ち上がっているな。指と舌、どっちで可愛がってほしい？」

「やっ……」

　シースルーのベビードールの下では、悩ましいほどに豊満な双丘が揺れ、頂は天を向いている。

　それを指摘されて、美紅は涙を浮かべながら首を小さく横に振った。

「でも、いじってほしいんじゃないのか？」

　楽しげな笑みで図星を突かれて、美紅は思わず顔を背けた。

「あぁんっ！　やぁん……ァ、っ」

　直後、彰史が美紅の態度をたしなめるように乳頭をつまみ上げ、ベビードールの上からこね回し始めた。

　服やブラの上から触られた時とはまったく違う感覚に、美紅は背中を反らしてしまう。

　身体が弓なりになったことで、自ら主張するかのように胸を突き出す体勢になった。

　彰史は、「もっと触ってほしいのか」と唇の端を上げ、真っ赤に震える左側の蕾を舌で捉えた。

「はぅんっ」

　普通の布よりは薄いが、直接的な刺激よりは物足りない。

　けれど、舌のザラザラとした感触は伝わり、先端をつつかれれば快楽が生み出された。

　右の乳房を揉まれながら親指で先端をいじられ、彰史の右手は蜜壺に埋め込まれたままだ。

　彰史はまるで、美紅の反応を楽しんでいるようだった。

「ここ、脱がせなくても触れるのがいいな」

　ベビードールは、左側の乳頭周りだけ彰史の唾液に塗れ、なんとも卑猥に見える。

　自身の姿を想像すれば眩暈がしたが、美紅の身体は素直に悦楽を追い始めていた。

　彰史は、谷間の辺りで結んでいたリボンを外しながら、首筋に唇を寄せてきた。

　白い肌にそっとくちづけては吸い上げられ、チクリとした甘い痛みが与えられていく。

　すでに胸への愛撫を受けていた美紅は、突然その場から離れた唇の動きに戸惑い、彰史の頭を抱き寄せるようにした。

「あき、ふみさん……ッ。焦らさないで……」

　彰史が手を止め、美紅をじっと見つめた。

「どうして？　さっき、美紅も同じように焦らしていただろう？」

「……っ！　だって……」

　至近距離で見る彰史の顔は、うっすらと笑みを携えつつ、麗しさと艶かしさを同居させている。

「じゃあ、どうして欲しいか言えたら、その通りにしてあげるよ」

　精一杯の囁きを意地悪で返され、美紅は眉を下げてしまう。

　それでも、もっと甘美な愉悦を求める身体が、程なくして美紅を欲望に忠実にさせた。

「お願い……もうイきたいの……。だから……ンッ！　もっと気持ちよくして……一番気持ちいいところも、ぜんぶ、いじって……ッ」

　羞恥に勝る情欲が、いやらしい言葉も簡単に紡がせる。

　美紅がここまで素直に伝えたことはなかったせいか、彰史の微笑みには淫蕩なものがはっきりと混じった。

「一番気持ちいいところって、ここ？」

　ここ、と口にされた瞬間、美紅の蜜口の上にある小さな粒をグッと押された。

「あぅっ！　ふぁ、あぁん……っ」

　硬くなり始めていた花芯の皮を、彰史の親指が器用に剝いていく。あっという間に、そこに潜んでいた花芽を暴かれてしまった。

「簡単に剝けたよ。ほら、こんな風にされるのも好きだろう？」

　鼓膜を目がけて落ちてくる囁きとともに、指の腹で少し強めにクリクリと嬲られて、美紅は甘く高い声を上げて悦んだ。

「あっ、あんっ、いいっ……っ！」

　美紅の腰が自然と揺れ、さらに大きな快楽を貪ろうとする。

　淫らで愛らしいその姿に、彰史も興奮を隠すことなく熱い吐息を漏らした。

「美紅、可愛い……。もっと感じて、もっと乱れて」

　彰史は膣内をこする指の抽送を激しくし、凝り固まった下肢のしこりを絶妙な強さでこね回した。

　ついでと言わんばかりに、胸の飾りを吸い上げながら歯を立てられる。

「やっ！　だめっ！　もうっ、あぁっ、やぁっ！　アッ……ああぁぁぁっ――！」

　強過ぎる痺れに身体を大きく跳ねさせた美紅は、抗うことなく快楽の高みに連れ去られてしまった。

「気持ちよかった？」

「ん……すごく……」

　涙で濡れた瞳で頷けば、彰史は美紅の瞼にくちづけて微笑んだ。

　ベッドサイドのチェストを開ける彰史を、美紅が横目で見つめる。

　今夜はもう挿入してもらえる、と喜んだのも束の間。

「こんなものまで用意して、美紅はよほど激しくされたかったんだね」

　目の前で見せられたものと彰史の言葉に、美紅は目を見開きながら言葉を失くした。

　それは、リビングのソファーのクッションの下に隠しておいたはずの、ローターだった。しかも、箱には入っておらず、なぜか開封されている。

　彰史の帰宅で咄嗟にあそこに隠したが、あとで自室のタンスの中にでも片付けようと思っていたのに……。いつの間にか、脱衣所にベビードールをこっそり持っていく方法を考えることに意識がすり替わり、すっかり忘れていた。

「これを使いたかったんだろう？」

「ち、ちがっ……！　それは、麻紀が……！」

　慌てて首を横に振り、麻紀から渡されたのだということを必死に説明した。

　淫蕩な微笑みを美紅に向けていた彰史は、ほんのわずかに残念そうにしながらも、「そうか」とにっこりと笑った。

「それなら、麻紀さんの厚意を受け取ろう」

「え？　で、でも……」

「嫌？　美紅だって、本当は使ってみたいんじゃないのか？」

「……っ！　それは……」

　真っ直ぐに見据えられて、美紅は視線を泳がせた。

　正直に言えば、どんなものかという興味はあったし、今だってドキドキしている。

　ひとりで使うのは不安だが、彰史がしてくれるのなら、恥ずかしさはあっても怖くはない。

　現に、ピンク色のローターを見つめる瞳は欲情の色を濃くし、身体は期待に満ちていた。

「使ってみたくないか？」

「うん……。彰史さんになら……されてみたい、かも……」

　控えめに答えた美紅に、彰史が艶を帯びた瞳を緩める。

　彰史は、美紅の唇を食むようにしっとりとしたキスをしてから、艶かしく唇を歪めた。

「望み通り、使ってあげるよ」

　小さな卵型のローターのスイッチを入れると、ブーンという振動音とともに震え出した。

「まずは、どこから当てようか」

「んっ……」

　彰史はたいして悩む様子もなく、美紅の鎖骨辺りにローターを押し当てたあとで谷間に滑らせ、柔らかな膨らみに押しつけた。

　振動がしっかりと伝わってはくるが、快感を得るところまではいかない。ただ、興奮しているせいか、子宮はキュンと反応した。

「どんな感じがする？」

「ちょっと変な感じ……かな」

　彰史の質問に、美紅はなんとも言えない面持ちで苦笑い浮かべた。

　しかし、美紅が気持ちいいと答えられない程度の感覚しか抱いていないというのは、彰史はわかっているようだった。

「やっぱり、こっちの方がいいか」

　ふっと笑った彰史が、美紅の肌の上を滑らせるようにローターを移動させ、桜色の蕾の上で少し力を入れた。

「ア、んっ……はぁ、ん……」

　小刻みな振動が、指や舌とは違う感覚を与えてくる。

　くすぐったさと快感の狭間のような気もしたが、視界を占めるいやらしい情景が後押しとなり、美紅は徐々に快楽を覚え始めていた。

「ここなら、感じるだろう？」

「んぁっ……！　なんだか、ッ……痺れて……アッ……」

　彰史は妖艶に瞳を緩めながらも、美紅を情熱的に見下ろしている。

　舌や指先で愛撫されている時とは違う細やかな振動は、そこから全身にジンジンとした快感を広げていった。

　美紅が悶えれば、はだけたベビードールが皮膚の上で羽のように揺れる。

　感覚が研ぎ澄まされた敏感な身体は、おもちゃの振動と薄い布から届く刺激に震えた。

　彰史は、右側の乳頭の上でローターを回すように押し当て、左側の頂は指の腹で丹念にいじっている。

　甘やかな喜悦に美紅が太ももをこすり合わせれば、彰史の膝頭が美紅の脚を割り入ってきて、秘部をグリグリとこすった。

「あぁっ……！　んぁ、ッ、あぅ……ん！」

　蜜口や肉芽を一緒に刺激されると快感が生まれるが、指や舌で与えられるような絶妙な悦楽にはなってくれない。

　物足りなさを感じた美紅は、自ら腰を躍らせて彰史の膝に秘裂をこすりつけていた。

「自分で動くなんて、いやらしいね」

　どれほどの痴態をさらしているのかと思うと、美紅は気が遠くなりそうなくらいの羞恥心でいっぱいになる。

　一方で、喜悦を求めてやまない身体は、彰史の膝頭にますます強く蜜芯を押しつけていた。

「じゃあ、こっちに当ててみようか」

「んっ……はやくっ……！」

　うっすらと笑った彰史が、艶かしくねだる美紅の下肢に向かって右手を下ろしていく。

　彰史は、ローターを美紅の臍周りで遊ばせ、内ももや脚の付け根をふんわりとかすめたあと、薄い下生えの奥に隠された突起にゆっくりと押しつけた。

「ふぁっ……んあっ！　あっ、ァッ……あぅんっ！」

　硬く勃ち上がっている陰核の上でローターが振動し、全身に電流が走ったような喜悦が広がっていく。

　他の場所とは比べものにならない強い刺激に、美紅は涙を流しながら腰を戦慄かせた。

「あんっ！　そこ……いいっ……！　あぁぁっ！」

「美紅の望み通りに気持ちよくしてあげるよ。ほら、逃げないで。ちゃんと受け止めて」

　小さな子どもをあやすような柔和な声音なのに、悪魔の囁きとも思えるほどに意地悪く告げ、彰史は美紅の上にのしかかるようにして身体を押さえつけた。

　途端に逃げ場を失くした美紅は、なす術もなく大きな愉悦の海に放り込まれてしまう。

「あんっ、ああぁぁぁっ！　いまっ、もっ……イッ、て……！　あぅっ……！」

　愛液でローターがよく滑り、恐ろしいほどの刺激に襲われた身体がガクガクと震えているのに、彰史は手を止めようとはしない。

　身体の奥底から湧き上がってくる鋭利な愉悦を受け止め切れず、美紅の瞳からは涙が零れ落ちていった。

「だめぇっ……！　もっ、やめっ……おねがっ……！　やあぁぁぁぁっ――」

　平衡感覚を失っても強い振動は続き、脳は靄がかかったように白んでいく。美紅は叫ぶように嬌声を上げながら、あっという間に連続して達した。

「ん……ぁ……」

　グズグズになった秘所からローターが離れ、モーター音が止まる。ローターは美紅の体液に塗れ、ドロドロになっていた。

「美紅、まだ眠らないで」

　ぼんやりとしたままの美紅に、彰史が唇を落としていく。

　額から瞼、こめかみから頬。そして、柔らかな唇へ。

　お互いの唇をこすり合わせては食み、彰史が美紅の唇をペロリと舐めた。

「こんなに淫らな美紅を見られるなんて、嬉しさで頭がおかしくなりそうだ……」

　うっとりとした声色に、美紅の心と身体が甘く締めつけられる。

　今にも理性を手放しそうなセリフに、子宮が痛いほどに疼いてたまらない。

「これでも、ずっと抑えていたんだ……」

「え？」

「本当は、もっとたくさん触れたいって思っていた。だけど、美紅は俺が初めての相手だったから、求め過ぎないように必死だった」

　彰史の本音に、美紅は目を見開いた。

　実はお互いに似たようなことを考えていたという事実を知り、もっと早く伝えておけばよかったと思わなかったわけではない。

　しかし、それ以上に、彰史の本心を聞けたことが嬉しかった。

「でも、もう遠慮も手加減もしない」

　不意に、獰猛な肉食獣のような視線に射貫かれ、美紅は息を呑んだ。

　鋭い眼差しに対する恐怖心はなく、むしろ異様なくらい気分が高揚している。

「うん……遠慮なんてしないで。……彰史さんの好きにして？」

　美紅が欲情を隠さずに微笑めば、彰史はハッと熱い息を吐いたあとで、困惑と喜びをない交ぜにしたような笑みを零した。

「煽ったのは美紅だよ？　今夜は美紅がやめてって言っても、絶対にやめてあげない。ぐちゃぐちゃになるまで、何度もイかせるから」

　もうすでに何度か達している美紅は、その言葉に背筋が震えた。

　それが恐怖なのか期待なのかはわからなかったが、今夜は身体が壊れてしまうのではないかとすら脳裏に過った。

　けれど、美紅は彰史が欲しくてたまらなかった。

　きっと、彰史も同じ気持ちだろうと考えていたのに、あろうことか彼は美紅の両脚を抱えると、下肢に顔を埋めた。

「ぅ、あぁんっ……！」

　痛いくらいに勃ち切った肉芽をいきなりねぶられ、泣き声のような声が飛び出した。

　蜜口からは三本の指が無遠慮に押し入ってきて、最初から深く強い抽送が始まる。

　淫猥な水音に鼓膜を犯され、美紅の思考が酩酊していった。

　鋭く激しい快楽を送り込まれていたかと思えば、唐突に離れた舌が陰唇や蜜口を優しく這い、内ももや脚の付け根に唇を寄せてくる。

　肌を吸い上げられ、赤い痕がいくつも刻まれていくたび、放置されている蜜芯が震えているような気がした。

「やぁっ……ちゃんと、なめて……」

「優しくしなくていいのか？」

「もっ……やだぁ……」

　散々高ぶらせておいて、優しく触れてくるなんて、本当に意地が悪い。

　けれど、劣情に塗れた彰史の双眸に胸は高鳴り、ますます彼のことが愛おしくなる。

「いいからぁ……もっと、してっ……！」

　美紅が泣き声で訴えれば、彰史は満足げに唇の端を上げた。色香を纏った笑みは、美紅の欲情を煽ってくる。

「ここ、可哀相なくらい腫れているな」

　クスリと笑った直後、彰史は花芽に舌を押しつけるようにして、一気に舐め上げた。

「ひっ、ああぁぁぁっ……！」

　待ちわびていた刺激だったはずなのに、高められ過ぎた身体には快楽を通り越したものへと変貌し、美紅は息を詰めてしまう。

　容赦なく歯を立てられると、脳芯がビリビリと震えたような気がした。

　前戯は、もう充分過ぎるほど与えられた。

　それなのに、まだ挿入してもらえないことにも、愛撫を続けられることにも、美紅は耐え切れそうにない。

　腰を捩ろうとしたが、彰史にがっちりと押さえ込まれていて、逃げることもできなかった。

「やあぁぁっ……！　もうっ、いれてぇっ……！」

　駄々をこねる子どものように泣いても、彰史は舌も指も休めようとはしない。

　陰核を舌で器用に嬲り、三本の指はそれぞれ違う動きを見せながらも、美紅の弱いところばかりを的確に責めてきた。

「イッ……！　ふぁっ、あぁっ……！　イッちゃっ、ああぁぁぁ――」

　高みから戻り切っていなかった身体は、再び押し寄せてきた愉悦の波に飲み込まれてしまった。

　

　ズンッ……と奥を突かれるような感覚で、意識が戻ってくる。

「んぁ……っ？　あっ、はぅんっ……」

　なにがどうなっているのか理解するよりも早く、胎内に硬く太いものが埋め込まれていることを察した。

　それが彰史の雄芯だと知ったのは、彼と自身の肌がわずかな隙間もないほどにくっついていることに気づいた時だった。

「まっ、て……」

「悪いが、もう待てない……っ」

　言い終わるのと同時に、彰史は腰を大きく回した。

　戦慄く柔襞を強くこすり上げられ、美紅は息を詰まらせてしまう。

「あぁっ！　んっ、やぁ……ぁ」

　彰史の律動は最初から激しく、容赦がなかった。というよりも、余裕がなさそうだったという方が正しいのかもしれない。

　どちらにしても、美紅は暴力的なほど猛々しい楔を打ちつけられるたびに、嬌声を零すことしかできなかった。

「美紅っ……！」

「あきふみさ……っ！」

　お互いの名前を呼び合うだけで、快楽がより甘くなる。

　無意識のうちに彰史の腰に脚を回していた美紅も、いつしか自ら身体を揺すっていた。

「あんっ、きもちい……ッ、いいっ……あぁ……」

「ハッ、ぅ……」

「あぁっ、んぁっ！　きちゃっ、もうっ……イくっ……！」

「くっ……！　はぁ……っ」

　つま先が丸まり、背中を弓なりにして絶頂を迎えた美紅は、肉壁をきゅうっと収縮させて陰茎を締めつけた。

　彰史は、その愉悦をこらえるように奥歯を嚙みしめ、快楽の波が引くのを待ったあとで、間を置かずに抽送を再開させた。

「やっ……もう……むりぃ……むりなのっ……」

　美紅はイヤイヤと首を横に振って見せるが、彰史は余裕なさげに眉を寄せて笑った。

「ぐちゃぐちゃになるまで何度もイかせる、って言っただろう」

　彰史の呼吸は乱れているが、腰を打ちつける速度はどんどん上がっていく。

　さらには、片足まで持ち上げられて挿入がいっそう深くなり、美紅はあっという間に意識が遠退きそうになった。

「ァ、ぁん……ぅんっ、はぁ、んっ……」

　叫び過ぎた美紅の声は、痛々しくもある。しかし、その声もまた、彰史の情欲を煽っていった。

「美紅がこんなにもいやらしいなんて、知らなかった。こんなことなら我慢なんてせずに、もっと早くこうしていればよかったよ」

　彰史は、吐息混じりにそんなことを言いながら、美紅の最奥をガンガン突いた。

　片足を抱えられているせいで、深く穿たれるたびに雄芯の先端が子宮口を突き、脳芯まで痺れていく。美紅の視界の中で、白い光が弾け始めた。

「……ぁ、んっ。もっ……ぅ、あぁん……あぁっ――」

「ぅっ、はぁ、ぁ、くっ――」

　刹那、美紅が柔壁を大きく戦慄かせ、その甘美で淫靡な誘惑に彰史の精が搾り取られて、ふたり同時に深く果てた。

　悦楽に包まれた美紅の身体は痺れ、上手く動かせそうにない。

「は……っ、ぁん……」

　身体を重ねたまま息を整えていた彰史が、おもむろに陰茎を抜いた。

　思わず声を漏らした美紅のグズグズになった蜜壺からは蜜が止まらず、シーツは混ざり合ったふたりの体液でぐっしょりと濡れていた。

　美紅は今にも意識を手放してしまいそうだったが、耳元で「美紅」と呼ぶ声に引き戻されてしまう。

「まだ足りない……」

「ぇ……？」

　彰史が紡いだ言葉の意味をよく理解できずにいると、彼は美紅の思考が働くのを待たずに腰をふんわりと撫でた。

　快楽を与えられ過ぎた身体は、その柔らかな刺激にさえ震えて見せる。

　そんな美紅の身体を器用に翻し、彰史は力が抜けたままの美紅の腰を持ち上げた。

「ぁ……」

　蜜口にあてがわれた感触に、美紅の唇から甘えたような吐息が零れる。

　精を吐き出したはずの彰史の分身が硬さを保ったままでいることに驚き、同時に子宮が痛いほどに戦慄いた。

（彰史さんが、こんなに求めてくれるなんて……）

　もう無理だと思っているのに、身体はまともに動かせないのに……。雄芯が秘裂を撫でるたびに、心と身体は彰史を求めてしまう。

　それを雄弁に語るように、美紅が腰をわずかに揺らした直後。

「はぁんっ……」

　グズグズにとろけ切った蜜壺に、彰史の滾った欲望が侵入してきた。

　美紅の胎内は柔らかな感触と熱を持ち、彰史の楔は灼けるように熱い。

「ああ、たまらないな……」

　うっとりと吐き出された声にすら、美紅にとっては快楽になった。

「動くよ……」

「ん……いいよ……。彰史さんの、好きにして……？」

　もう苦しくてつらいのに、彰史から情熱的に何度も求められているという喜びの方が勝り、美紅は幸せそうな笑みを零した。

　限界を迎えながらも、必死に応えようとする美紅のいじらしさに、彰史が満足げな笑みを唇に乗せる。

「そう……。それなら、こっちでも気持ちよくなろうか」

「あんっ……」

　低い囁きが鼓膜をくすぐり、彰史の指先が陰核をかすめる。

　甘い快感に柔襞が轟いた刹那、美紅の背後でモーター音が響き始めた。

「ほら、さっきみたいに乱れてごらん」

「待っ……っ、やあぁぁぁっ！」

　彰史を制するよりも早く、ローターを肉芽に押し当てられ、美紅は喉をのけ反らせた。

　いきなり強い刺激を注入されてしまい、身体は自然と逃げようともがくが、彰史の手が美紅の腰を摑んで自由を奪ってくる。

「くっ……!!　ハッ……」

　そんな美紅をさらに追い詰めるかのように、彰史はゆっくりと腰を引き、柔襞を抉って最奥まで肉棒を打ちつけた。

「んぅ、ぁ、あぁっ、ぅ、ああぁぁっ……！」

　枕に頬をこすりつけながら、美紅は機械の刺激と彰史の欲望を受け止める。

　深い快楽を与えられ続けた身体は上手く力が入らず、戦慄く蜜壺を何度かこすられただけで、全身がジンジンと痺れた。

「ああ……っ、もうたまらないな……」

　熱い息が背中に落とされ、艶やかな声が鼓膜を揺する。

「ァ、ぁ、っ、ん、アンッ……ふぁ……」

　四肢には電流が流れているようで、美紅の思考は溶け切ってしまいそうだった。

　彰史に少しでも気持ちよくなってほしくて自ら動こうとするが、美紅の身体はどんどんシーツに吸い寄せられ、腰も落ちていく。

　すると、彰史は美紅の腰を押さえつけ、美紅の背中にのしかかってきた。

　彰史が絶妙に体重をかけてくれるおかげなのか、決して重くはないどころか、奥深くまで彼を受け入れやすくなった。

　ベッドにしっかりと押しつけられた体位は、彰史に征服されているような気がして、甘く淫靡な拘束に悦びが増す。

　しかし、その分さらに押しつけられたローターの刺激も強くなり、美紅は過ぎた悦楽をわずかでも逃そうと必死に腰を捩った。

「美紅のナカ、すごいことになってる……」

　一方、彰史は身体をぴったりと重ねたまま陶酔したように告げ、ゆっくりと美紅のナカをかき回し始めた。

「……アアッ、ぁ……いやぁ……」

　緩慢にも思えるほどの律動なのに、花芽への激しい刺激がそう感じさせてはくれない。

　彰史の重さや体温、そして陰茎の感覚に加え、剝き出しの神経のように敏感な肉芽への愛撫に、涙で滲む視界が定まらない。

「ァ、あっ……ゃっ、やぁ……」

　なんだか怖くなって首を横に振ると、彰史が美紅のうなじにそっとくちづけた。

「嫌じゃないはずだ。美紅は、ここが好きだろう？」

　弱いお腹側を抉られ、最奥をトントンと突かれる。

「ほら、一番奥に当たっているのがわかる？　これだと深く刺さるから、さっきよりももっと気持ちよくなれるよ」

　さっきだって、深い愉悦を感じた。

　それなのに、もっと強い快楽を与えられたら、きっと本当に壊れてしまう。

「ゃ……こわい……」

「大丈夫、怖くないよ。ふたりで気持ちよくなるだけだから」

　ふたりで、と言われて、不安が溶けていく。

「最後は、ナカだけでイかせてあげるよ」

　そう言って秘部からローターが外されたが、美紅にとっては胎内への喜悦だけで呼吸もできなくなりそうだった。

　愛する人の欲望を受け入れようと下りてきた最奥ばかりを責められ、頭がおかしくなってしまいそうになる。

　けれど、シーツを握っていた手に彰史の骨張った手が重なれば、美紅の心は幸福と安堵感で満ちていった。

「あぅんっ……はぁ、ん……ァッ」

「ほら、気持ちよくなってきただろう？」

「ん……いい……。っ、おくまで、あたるの……」

　柔らかなまろみを帯びたお尻を揉まれ、腰を撫でられる。

　彰史が腰を回せば柔襞が削られるようで、奥まで侵入されれば丸い先端が子宮口に届く。

　尖り切った肉芽と乳頭が時折シーツでこすられるたび、力が入らなくなった四肢が激しく戦慄いた。

　美紅の身体は、絶えず押し寄せてくる快感に震え続けていた。

「あっ、あんっ……も、だめ……っ」

「ん……。俺も、もう少しだから……」

　限界を迎える直前にそう囁かれ、美紅は彰史を待つように喜悦に耐えようとした。

　しかし、大きな快楽を貪るように律動を速めた彰史によって、身体は美紅の意思に反して昇りつめていく。

　脳芯が痺れて白んでいき、全身がビリビリとした衝撃を受けては、指先まで快感をちりばめた。

　ベッドに押さえつけられた身体が浮いているような感覚に襲われ、嚙み合わない歯がガチガチと震えてしまう。

「あぅんっ……！　いいっ……はぁ、んっ！　イッ……あぁっ、ああぁぁぁぁっ――」

　深く長い愉悦に包まれ、下りてこられない。

　苦しいほどの悦楽に、美紅は涙が止まらず、下肢からは勢いよく飛沫が噴き出した。

「……くっ！　はぁっ……美紅……っ――」

　直後、彰史の陰茎が大きく膨らみ、ビクンと脈動した。

　美紅の手を強く握りしめたまま、彰史は子宮口に白濁した精を叩きつけた。

　その艶かしく愛おしい感覚に、美紅はうっとりとしていた。

　少ししてから隣に横たわった彰史が、乱れた呼吸を整えている。

「美紅……。好きだよ」

　彰史が優しく囁くと、美紅は微かな笑みを見せたあと、穏やかな多幸感に包まれながら瞼を閉じた――。







エピローグ









　夜の帳が下りた寝室で、彰史は美紅の寝顔を見つめながらそっと瞳を緩めた。

　疲れ果てて気を失うように眠りに就いた美紅は、一糸纏わぬままだ。透き通るような白い肌は美しく、胸元は美紅の呼吸に合わせて小さく上下している。

　温くなったペットボトルのミネラルウォーターで喉を潤し、彰史は自らの身体を横たわらせて上掛けをかけた――。





＊　＊　＊





　美紅と出会ったのは、彰史が社会に出たばかりの六年前。

　大学院で修士号を取って卒業し、大手食品メーカーのシブサワ堂に入社してからまだ数ヶ月という頃だった。

　当時、母校からシブサワ堂に就職試験を受けた者は相当数いたはずだが、受かったのは彰史を含めてたったのふたり。

　同期はみんな優秀で、シブサワ堂は狭き門だったからこそ、周囲に後れを取らないように毎日がむしゃらに働いていた。

　そんな時、飲み会で酔いつぶれた増岡専務をなりゆきで送り届けることになり、専務の娘である美紅と家の前で鉢合わせたのだった。

　まだ幼さの残る少女は、彰史を見て驚いたような表情になったあとで、頬を赤らめて緊張しているように見えた。

　きちんと着こなした制服は清楚で、自身の高校生の頃を懐かしく思い、彰史は微笑ましいような気持ちで美紅を見ていた。

　

　それ以降、増岡専務とは仕事以外での接点はなく、専務に誘われて彰史が家に再訪することになった時には、美紅の顔も忘れてしまうほどの月日が流れていた。

　増岡専務と妻の直なお美みは、彰史を温かくもてなしてくれたが、美紅は男性に慣れていないのか、どこか挙動不審だった。

　彰史は、美紅の緊張を解すために実家で飼っている猫の写真や動画を見せて話題を提供し、さらには旅行で訪れた国や都市の話をして、少しずつ距離を縮めていった。

　男兄弟しかいない彰史にとって、何度か増岡家に足を運ぶようになった頃には美紅が妹のように思えることもあり、一生懸命作ってくれる手料理も素直に嬉しかった。

　直美に頼まれて美紅の勉強を見たこともあれば、レポートや就活に向けたアドバイスをしたこともあった。

　ひとり娘の美紅は、増岡夫妻に大切に育てられてきたのがよくわかり、今時珍しいくらい純粋で、とても素直だった。

　だからこそ、美紅に対して抱く感情が少しずつ変わっていくまでに、さほど時間は必要なかった。

　しかし、美紅に告白された時には、とても戸惑った。

　好意を抱いてはいたが、美紅はまだ大学生だ。その上、上役のひとり娘である。

　美紅の気持ちは嬉しく、彼女の告白に舞い上がったのも事実。

　ただ、一般家庭で育った自身が上役の娘と関係を持つというのは、少なくとも彰史にとっては安易ではなく、感情だけで決めてしまえることでもなかった。

　なにより、美紅にはこれからいくらでも出会いがあるだろう。

　様々な想いが入り乱れていたせいで、彰史は美紅と距離を取ることしかできなかった。

　幸いにも、増岡専務とは仕事で関わることが減っていたこともあり、専務の自宅に足を運ぶ機会も同様に少なくなっていたため、美紅と会わないようにするのは簡単だった。

　一方で、時間が経てば経つほど、自身の選択に迷いと後悔を抱くようになった。

　そして、ひとりで悩み抜いた彰史は、一刻も早く仕事で周囲に認められる人間になれるように努め、その暁には美紅に想いを打ち明けようと決めた。

　

「美紅に見合いをさせようかと考えているんだ」

　増岡専務からそう告げられたのは、美紅の告白から一年ほどが経った頃のことだった。

　それまで以上にがむしゃらに仕事をこなしてきた彰史は、『異例の出世コースを歩んでいる』と周囲から言われるくらいには、期待される人間へと成長していた。

　彰史自身もそれは自負しており、寝る間も惜しんで様々なことを吸収してきた成果なのか、入社した頃や一年前と比べても自信に満ちていた。

「あまり恋愛の話は聞かないから心配なんだ。まぁ、美紅は嫌がるかもしれんが」

　ところが、久しぶりに誘われた酒の席で零された言葉に、彰史は焦らずにいられなかった。

　ようやく、美紅に想いを伝えようと考えていた矢先のこと。

　それを、美紅の意思を無視した見合い話で潰されてしまうわけにはいかない。

「お相手はもう決まっているのですか？」

「候補はいる。手塩にかけて育てた、目に入れても痛くないほどの可愛いひとり娘だ。俺が認めた奴にしか嫁にはやれんからな」

　増岡専務の行きつけの店で飲む酒はいつもおいしかったが、今夜だけは安い酒を水で薄めたように感じた。

　迷っている暇はないと確信し、彰史は意を決する。

「専務、お話が――」

「なぁ、三嶋」

　即座に本音をぶつけようとした彰史に、増岡専務が意味深な笑みを浮かべた。

「軽い気持ちでいいんだが、美紅と見合いをしてみないか」

　そう持ちかけられた時、彰史が紡いだ答えはひとつしかなかった。

　

　見合いの場に現れた美紅は、出会った頃の清楚な雰囲気と可愛らしさを残しながらも美しく成長し、彰史は一瞬で目を奪われてしまった。

　騙されて連れてこられたらしい美紅は、すぐに状況を把握できなかったようで困惑をあらわにしていたが、彰史の気持ちは最初から決まっている。

　なにより、今さら他の男に奪われてしまってはたまらない。

　美紅の両親が席を外した直後には、彰史は飾り気のないシンプルなプロポーズをした。

　もっとも、美紅が今も自分を想ってくれていると自惚れていたわけではなく、振られることは覚悟の上だった。

　どのみち、時間をかけてでも全力で口説くつもりでいたため、美紅の答えがどうであれ、まずは彰史自身の想いを知っておいてもらおうというくらいの気持ちでいた。

　ところが、彰史の予想に反し、美紅はあっさりと頷いたのだ。

　これにはさすがの彰史も面食らったが、幸福感をあらわにして微笑む美紅を見れば、彼女の想いはあの頃のままだということを雄弁に語っていた。

　かくして、彰史もずっと美紅を想っていたことを彼女自身は知らないまま、スピード婚に至ったのである――。
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「君は、本当にわかっているのか」

　静かな寝室に落ちる寝息すらも愛おしいと感じるほど、彰史が美紅を想っているなんて、きっと本人は知らないだろう。

　これまでに『愛している』や『好きだ』と伝えてきてはいるが、美紅はずっと自分の片想いだったと思っているはずだ。

　まさか両片想いだったなんて、考えもしていないに違いない。

　けれど、本人にも打ち明けていないことを、今では義父となった増岡専務に『ふたりが惹かれ合っていたのはなんとなく気づいていた』と言われた時には、驚きを隠せなかった。

　尊敬する上司に、美紅の伴侶になるに値すると認めてもらえたことは嬉しいが、お膳立てされてしまったことは情けなくもあった。

　もっとも、彰史が精進していなければ認めてはもらえなかっただろうから、結果的には努力が実を結んだとも言えるのだが……。

　この一部始終を美紅にそろそろ打ち明けてもいいかもしれないと考える反面、もう少しだけ教えずにいたい気持ちもある。

　彰史の本心をまだ知らないからこそ、時には可愛い嫉妬を見せてくれたりもするのではないかと思うと、打ち明けるのはもったいないような気もするのだ。

「でも、一生手放す気はないから」

　美紅の前ではまだ照れ臭くて、ずっと片想いをしていたことは秘密にしようと決めたが、彼女を手放す気は一縷もない。

　あの頃のまま純粋で素直で可愛い美紅は、彰史の手によって艶を纏うようになり、いっそう美しくなった。

　こんなにも愛おしい伴侶を、他の誰にも譲るつもりはない。

「おやすみ、美紅。愛しているよ」

　夢の中にいる美紅に囁いた彰史は、あどけない寝顔に笑みを零して、美紅の身体を抱き寄せる。

（これからもずっと、君を大切にするから）

　そして、心の中で密かに誓ったあと、無防備な唇にくちづけてから瞼を閉じた――。
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「彰史さん、起きて。朝ご飯ができたよ」

　冬が終わりを告げてやってきた、暖かな四月。

　満開の桜が咲き誇る春の朝は、窓から穏やかで柔らかな陽光が射し込んでいた。

「おはよう、奥さん」

「おはよう、旦那様」

　まばゆい光の中で、そっとキスを交わす。

　唇が触れただけでこんなにも幸せを感じられると美紅に教えてくれたのは、他の誰でもない愛おしい伴侶だ。

　心はもちろん、昨夜も愛された身体もしっかりと満たされている。

　あんなにも悩んでいたのが嘘のように、最近では以前にも増してお互いに欲望をさらけ出し、よりいっそう深く激しく求め合うようになった。

　物足りないなんてことはないが、相変わらず何度だって抱き合いたくなる。

　けれど、それは肉欲から抱く感情のせいではなかった。

　彰史のことを愛しているからこそ求めたくなるのだ、と美紅はようやく気づいたのだ。

　あえて最近の悩みを挙げるとしたら、美紅の性に対する好奇心に際限が見えないことかもしれない。

　もっとも、自分がどんなに淫靡な姿を見せても彰史なら変わらず愛してくれるという自信があり、美紅には不安も不満もまったくなかった。

「今朝は、焼きたてのパンの匂いがするね」

　ぼんやりとそんなことを考えていた美紅は、彰史に笑みを向けた。

「職場でドライフルーツをもらったから、それで食パンを焼いてみたの。いい匂いだよね」

「贅沢な目覚めだな」

　ほんのりとした甘さを孕んだ香りが、寝室にも届いている。

　ホームベーカリーでパンを焼いた朝は、家中が焼きたてのパンの匂いに包まれるのだ。

「着替えたら行くよ」

「コーヒーはブラックでいい？」

「ああ。ドライフルーツのパンなら、ブラックがよく合いそうだ」

　きっとお互いにまだ知らないことはたくさんあるが、彰史の好みは少しずつ把握できてきたように思う。

　美紅は、そんなささやかなことにも幸せを感じていた。

　

「ゴールデンウィークには、旅行にでも行こうか」

「いいの!?」

　彰史の提案に、美紅が一瞬で瞳を輝かせると、彼が笑顔を見せた。

「今抱えている仕事が一段落する頃だし、今年は長めに休めるはずだから。美紅のパートの都合がつくなら、海外でも構わないよ」

「本当!?　嬉しいっ！　ゴールデンウィークなら学生さんたちが出てくれるはずだから、今からお願いしてみれば大丈夫だと思う！」

「じゃあ、海外にしようか」

　彰史の言葉に、美紅は笑顔で頷いた。

　新婚旅行ではイタリアに行ったが、ヨーロッパの街並みが好きな美紅は、まだまだ行ってみたい国や都市がたくさんある。

　イギリスやフランスも捨てがたいが、北欧やリゾート地もいい。

　ゴールデンウィークとなると予約が取れるか心配ではあるものの、美紅の頭の中はすっかり旅行のことでいっぱいだった。

　彰史はいつだって、美紅に幸せを与えてくれるが、彼も同じように感じてくれているだろうか。

　ふと気になって彰史を見つめれば、コーヒーを飲んでいた彼が美紅の視線に気づいた。

「彰史さんは、私と結婚して幸せだって思ってる？」

「もちろん」

　即答した彰史は、美紅を真っ直ぐ見つめて微笑んでいる。その表情から本心だということはわかったが、だからこそいい加減に知りたいと思っていたことを尋ねたくなった。

「じゃあ、そろそろ教えてほしいな」

「ん？」

「再会してすぐに、プロポーズしてくれた理由だよ。ずっと知りたいって思ってたんだけど、前に訊いたら教えてくれなかったでしょ？」

　小首を傾げていた彰史が、美紅の質問にどこか気まずそうに眉を寄せた。

　彰史は困り顔で微笑むと、コーヒーカップをテーブルに置いた。

「美紅を誰にも渡したくないと思ったから」

　シンプルに紡がれた答えは、きっと本音なのだろうとは思う。

　彰史の言葉は言うまでもなく嬉しかったが、彼がいつから自分を好きでいてくれたのかは未だにわからなくて、美紅はなんとなく納得し切れないような気持ちもあった。

「この答えじゃだめか？　俺は美紅を愛しているし、美紅と一緒にいたいと思ってプロポーズした。今は、美紅が傍にいてくれる毎日が幸せなんだが」

　柔らかな笑みを向けられ、美紅の胸がキュンと高鳴る。

　なんだか手のひらで転がされているような気もしたが、彰史にならそれも悪くない。

　惚れた方が負けだなんてよく言うが、美紅の方がきっと遥かに想いが大きいはずで、彰史に敵うとも思えない。

「うん、わかった。今は、そう言ってもらえるだけでいいよ。私の方が好きっていう気持ちが大きいのはちょっと悔しいけど、彰史さんの気持ちは伝わってるから」

「それはどうかな」

「え？」

　彰史は肩を竦めながらため息をついたあと、小首を傾げた美紅にクスッと笑った。

「どっちにしろ、この分だともう少し先の方がいいか」

「なにが？」

　ふっと微笑んだ彰史が、楽しげに瞳を緩めて口を開く。

「美紅と俺の赤ちゃん」

　どこかしっとりとした声音が落とされ、美紅の頬が途端に朱に染まった。

　彰史も美紅も、子どもはいつできてもいいと思っている。

　しかし、スピード婚で恋人期間が短かった分、結婚後にもデートを重ねているふたりはまだまだ恋人気分のままで、しばらくはふたりきりでも充分だと考えているのも事実だった。

　けれど、必ずしも避妊しているというわけでもない。

　夫婦である以上、お互いが同意していればそれでも問題はないが、一ヶ月先に海外旅行に行くのなら話は変わってくるだろう。

「俺としては、子どもはいつできても嬉しいんだが、もう少し美紅を独り占めしていたい。旅行のこともあるし、しばらくはちゃんとするよ」

　彰史が美紅を思いやってくれていることは、充分過ぎるほど伝わってくる。

　始まり方は普通とは違ったかもしれないが、美紅は確かにとても幸せだった。

「でも、しないわけじゃないよ」

　意味深な微笑を見せた彰史が立ち上がり、おもむろに近づいてきたかと思うと、美紅の耳元に唇を寄せた。

「今夜も抱くから、ちゃんといい子で待っていて」

　甘く優しい誘惑が、鼓膜をふわりとくすぐる。

　美紅の鼓動は高鳴り、胸の奥がキュンと締めつけられた。同時に、期待に満ちた身体が密やかな疼きを覚え、甘美な熱を纏って戦慄いた。

「それじゃあ、いってきます」

「……もう、ずるいよ」

　素知らぬ顔で玄関に向かう彰史の後を追えば、振り返った彼が楽しげに破顔する。

　そんな彰史につい見惚れてしまう美紅は、彼に優しく唇を奪われながら、春の陽だまりのように柔らかな温もりに包まれていた――。
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　こんにちは、桜月さくらづき海み羽うです。

　このたびは、『三嶋夫妻はもっと淫らに愛し合いたい』を読んでくださり、本当にありがとうございます。

　とてもありがたいことに、ＴＬデビューをさせていただいた前作から二ヶ月連続刊行となりました。

　まさか人生二作目のＴＬ小説も世に送り出せるなんて……と少しばかり信じられない気持ちもありますが、本当に嬉しく、感謝の気持ちでいっぱいです。

　

　今作のヒーローとヒロインは、夫婦という設定にしてみました。

　ＴＬジャンル以外でも何作か出版させていただいていますが、これまでに『最初から夫婦のカップル』を書いたことはなかったので、なんだか新鮮でした。

　夫婦だからこそ成り立つ雰囲気やシーンの中で、美紅が本音をさらけ出すまでの過程を描いていくのは楽しく、実はもっと書きたいシーンがあったくらいでした。

　ちなみに、彰史はまだまだ含みがありそうな男ですし、美紅は彰史に従順なエロ可愛い女の子なので、これからも〝三嶋夫妻はもっと淫らに愛し合っていく〟と思います。

　時には煮詰まったこともありましたが、ｒｅｒａ様が描いてくださった表紙イラストがセクシー過ぎて……！　美紅のエロ可愛さに癒され、彰史の顔と腹筋に見入っては密かに萌えて（笑）、何度も励まされていました。

　そんな素敵なイラストとともに、この作品を楽しんでいただけていましたら幸いです。

　

　最後になりましたが、今回も的確なアドバイスをくださった担当様、再びこのような素敵な機会をくださった濃蜜ラブルージュ様。

　美麗なイラストを描いてくださったｒｅｒａ様、この出版にご尽力くださった皆様。

　心よりお礼申し上げます。

　そして、いつも応援してくださっている皆様と、今これを読んでくださっているあなたに、精一杯の感謝の気持ちを込めて。

　本当にありがとうございました。

　いつかまた、どこかでお会いできますように――。
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